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道の駅新聞「ルートプレス」は全国
の「道の駅」で配布しております。
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特集 道の駅1005駅に １～３面
サクラテーマの風景街道 ４～５面
列島保全への課題 ６面
守り育てた水源林 ～ 面
食糧備蓄と国防 ～ 面
読者の声／パズル／プレゼント ～ 面

課
題
や
情
報
共
有

新
時
代
へ
進
む
連
携

道
の
駅
制
度
が
発
足
し
た
の
は

平
成
５
年
４
月
。
全
国
１
０
３
駅

が
登
録
さ
れ
た
。
レ
ジ
ャ
ー
や
、

高
齢
者
や
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
増

加
な
ど
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
に
伴
い
、
安
全
で
快
適
な
道

路
利
用
の
政
策
が
求
め
ら
れ
「
休

憩
機
能
」「
情
報
発
信
機
能
」
「
地

域
の
連
携
機
能
」
を
併
せ
持
つ
公

共
的
道
路
施
設
と
し
て
ス
タ
ー

ト
。
以
来

年
、
全
国
で
１
０
０

０
駅
を
超
え
る
ま
で
に
成
長
し

た
。一

方
で
、
駅
に
よ
っ
て
は
商
業

主
義
に
偏
っ
た
り
情
報
発
信
機
能

な
ど
で
サ
ー
ビ
ス
に
格
差
が
生
じ

る
状
況
も
生
ま
れ
た
。
従
来
は
北

海
道
か
ら
九
州
・
沖
縄
ま
で
全
国

９
ブ
ロ
ッ
ク
に
「
道
の
駅
」
連
絡

会
が
あ
り
、
各
々
独
自
に
活
動
し

て
き
た
が
、
全
国
的
な
連
携
の
大

切
さ
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
様
々

な
課
題
の
改
善
に
取
り
組
む
に
は

「
道
の
駅
新
時
代
」
に
相
応
し
い

制
度
や
改
革
案
を
話
し
合
う
場
が

必
要
と
、
昨
夏
以
来
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
を
代
表
す
る
市
町
村
長
ら
が
相

談
し
て
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会

の
設
立
に
な
っ
た
。

遠
野
市
で
設
立
総
会
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、
東

日
本
大
震
災
で
同
市
の
道
の
駅
を

は
じ
め
各
地
の
「
道
の
駅
」
が
協

力
し
合
う
こ
と
で
効
果
的
な
被
災

地
支
援
が
出
来
た
こ
と
な
ど
、
防

災
面
で
果
た
し
た
道
の
駅
の
役
割

が
再
認
識
さ
れ
た
た
め
だ
。

設
立
総
会
に
は
、
道
の
駅
設
置

者
と
し
て
市
町
村
長
や
、
運
営
者

と
し
て
駅
長
・
館
長
・
指
定
管
理

者
、
道
路
管
理
者
と
し
て
国
や
都

道
府
県
関
係
者
ら
が
参
加
し
た
。

総
会
で
は
、
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化
や
自
治
体
が
関
わ
る
役
割

な
ど
を
改
め
て
確
認
し
、
道
の
駅

に
関
す
る
情
報
交
換
、
駅
相
互
の

連
携
な
ど
で
「
道
の
駅
」
の
質
の

確
保
と
向
上
、
地
域
振
興
と
利
用

者
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
貢
献
で
き

る
よ
う
協
力
し
合
う
こ
と
な
ど
を

決
め
た
。
こ
の
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
も
開
か
れ
、
課
題
の
確
認
や
具

体
的
な
改
善
策
な
ど
が
提
起
さ
れ

た
。
‖
２
、
３
面
に
関
連
記
事

「
道
の
駅
」
は
３
月
、
９
駅
が
新
規
登
録
さ
れ
全
国
で
１
０
０
５
駅
に
な
っ
た
。
道
の
駅
制
度
が
出
来
て
４
月

で

周
年
。
国
民
的
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
成
長
し
た
道
の
駅
は
新
時
代
を
迎
え
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
が
、
駅

に
よ
っ
て
は
サ
ー
ビ
ス
に
格
差
が
生
じ
る
な
ど
課
題
も
見
え
隠
れ
す
る
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
。
道
の
駅
も

復
旧
、
復
興
の
支
援
基
地
に
な
る
な
ど
、
防
災
面
で
は
連
携
の
大
切
さ
が
注
目
さ
れ
た
。
新
時
代
の
道
の
駅
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
。
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
の
設
立
総
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
昨
年

月
、
岩
手
県
遠
野
市
で
開

催
さ
れ
た
。
全
国
の
道
の
駅
同
士
が
課
題
や
情
報
を
共
有
し
、
連
携
し
て
学
び
合
お
う
と
い
う
狙
い
。
道
の
駅
の

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
で
、
地
域
振
興
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
更
な
る
道
の
駅
の
進
化
に
期
待
が
高
ま
る
。

古口達也駅長

「2012関東版もう一度食べたい道の駅

グルメ」で堂々の１位の「ゆず塩ラーメン」は売

り上げ月2000杯の人気商品で、香り高い「ゆず酢」

を足すのが食通です。土日祝日にはＳＬが施設隣

りを走り、フラワーガーデンや遊具広場とともに

親子連れの人気のスポットになっています。

栃木県茂木町茂木1090－1

国道123号 0285－63－5671

大竹健次駅長

千年余の歴史を誇る重要無形民俗文化

財「相馬野馬追」開催地にある道の駅で、桜の名

所公園に隣接し 防災拠点にもなっています こし

餡をミルク氷で包んだアイス饅頭や、地元小高商

業高校生が開発した大根かりんとう、Ｂ級グルメ

で知名度上昇中の浪江焼きそばが受けています。

福島県南相馬市原町区高見町2－30－1

国道6号 0244－26－5100

山城清臣駅長

日本一長寿の村を宣言し、伝統工芸と

して評価の高い芭蕉布、がん抑制効果も知られる

柑橘類シークワーサーの本場。駅でもシークワー

サーのソフトや加工品、季節の果物、地元産和そ

ばが人気です。美しい海や滝の眺めを楽しむドラ

イブ途中の休憩に最適です。

沖縄県大宜味村根路銘1373

国道58号 0980－44－3048

大震災・原発事故で入れない区域でも桜は咲く。今春、桜まつりも部分復活する＝福島県

富岡町夜の森 写真は昨春4月 。後世に遺す「桜プロジェクト」も始動。＝関連23面
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本格植樹スタート
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駅
つ
な
ぎ
大
き
な
力
に
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連

絡

会

設
立
総
会

会
長
の
遠
野
市
長
が
決
意

全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
の
設

立
総
会
で
は
、
始
め
に
発
起
人
を

代
表
し
て
古
口
達
也
栃
木
県
茂
木

町
長
が
「
道
の
駅
設
置
者
と
し
て

の
行
政
の
役
割
を
再
認
識
し
、
質

の
向
上
を
目
指
し
、
道
の
駅
や
各

ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
の
連
携
を
強
化

す
る
た
め
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
が
必
要
」
と
、
設
立
の
趣

旨
を
説
明
し
た
。

来
賓
の
菊
川
滋
国
土
交
通
省
技

監
は
「
休
憩
・
地
域
の
連
携
・
情

報
発
信
の
基
本
機
能
に
加
え
、
福

祉
な
ど
地
域
の
生
活
拠
点
や
防
災

拠
点
機
能
も
求
め
ら
れ
て
き
た
。

国
も
道
の
駅
の
質
を
高
め
、
地
域

振
興
や
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
、
全
国
連
絡
会
と
力
を
合
わ
せ

て
取
り
組
み
た
い
」
と
連
絡
会
に

期
待
を
込
め
て
挨
拶
し
た
。

総
会
で
は
初
代
会
長
に
本
田
敏

秋
遠
野
市
長
を
選
出
。
本
田
会
長

は
「
国
交
省
が
打
ち
出
し
た
『
道

の
駅
』
と
い
う
ヒ
ッ
ト
商
品
に
、

私
達
は
こ
の

年
磨
き
を
掛
け
て

き
た
か
、
劣
化
も
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
市
町
村
と
駅
長
も
含

め
た
連
携
の
場
や
全
国
的
な
組
織

だ
て
の
必
要
が
あ
る
。
大
震
災
で

命
を
繋
ぐ
、
守
る
こ
と
に
連
携
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
た
が
、
１
０

０
０
も
の
道
の
駅
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
結
ば
れ
る
こ
と
は
大
き
な
力

に
な
る
」
と
、
道
の
駅
の
進
化
を

推
進
す
る
決
意
を
述
べ
た
。

道
の
駅
の
連
携
と
か
、
ネ
ッ
ト

公
共
施
設
の
役
割

ワ
ー
ク
の
強
化
が
な
ぜ
必
要
か
、

具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

一
つ
の
例
で
言
え
ば
「
評
判
の
良

い
道
の
駅
、
活
況
を
呈
す
る
道
の

駅
」
な
ど
の
情
報
を
得
て
、
そ
の

ア
イ
デ
ア
や
運
営
方
法
を
学
び
、

自
ら
の
駅
の
改
善
に
活
か
す
こ
と

だ
。
優
良
事
例
、
成
功
事
例
の
情

報
共
有
化
で
あ
る
。
課
題
の
克
服

事
例
も
学
べ
る
訳
だ
。

し
か
し
、
指
定
管
理
者
制
度
普

及
な
ど
の
要
素
も
あ
っ
て
、
道
の

駅
の
設
置
者
で
あ
る
自
治
体
と
道

の
駅
の
間
に
距
離
感
が
生
ま
れ
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
や
道
の
駅
で

の
創
意
工
夫
や
改
善
策
が
自
治
体

に
届
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
と

も
す
れ
ば
商
業
主
義
に
傾
き
、
駅

に
よ
っ
て
は
本
来
の
公
共
施
設
と

し
て
の
役
割
に
対
す
る
認
識
が
薄

れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

道
の
駅
の
意
識
だ
け
で
な
く
、

自
治
体
自
身
も
指
定
管
理
者
に
任

せ
て
道
の
駅
へ
の
関
わ
り
が
薄
れ

て
き
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

そ
う
し
た
情
報
交
換
、
情
報
共

有
を
す
る
た
め
、
積
極
的
に
交
流

を
深
め
る
こ
と
で
、
利
用
者
に
さ

ら
に
喜
ば
れ
、
愛
さ
れ
る
道
の
駅

を
目
指
そ
う
と
い
う
の
が
全
国

「
道
の
駅
」
連
絡
会
の
役
割
と
言

え
る
。

「
福
島
県
の
浜
通
り
を
世
界
一
の
桜
街
道
に
」

∪
∪
∪
∪東
日
本
大
震
災
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
国
道
６
号
沿
い
を
桜
並
木
の
浜
通
り
に
し
よ

う
と
い
う
「
ふ
く
し
ま
浜
街
道
・
桜
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
３
月
、
同
県
楢
葉
町
で
の
桜
の
苗
木

を
植
え
る
祈
念
植
樹
で
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。

植
樹
に
は
福
島
県
出
身
の
根
本
匠
復
興
大
臣
や

森
雅
子
少
子
化
対
策
担
当
大
臣
ら
も
参
加
、
復

興
へ
の
思
い
を
込
め
て
挨
拶
し
た
。

国
道
６
号
の
い
わ
き
市
か
ら
新
地
町
ま
で
総

延
長
１
６
３
㌔
㍍
と
沿
線
の
常
磐
道
、
県
市
町

村
道
に
、
住
民
や
避
難
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

と
も
に

年
が
か
り
で
２
万
本
を
植
え
て
桜
並

木
を
育
て
る
。
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
の
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
災
害
の
姿
、
復
興
の
状
況

を
全
国
へ
世
界
へ
発
信
し
続
け
、
後
世
に
語
り

継
ご
う
と
い
う
壮
大
な
計
画
だ
。

他と違う価値を高めることが必要
谷口博昭芝浦工業大学大学院教授

情報収集力、発信力の強化
本田敏秋岩手県遠野市長

行政は道の駅にもっと関わるべき
古口達也栃木県茂木町長

岡本恵子支配人

雪国の小京都と呼ばれる飯山にあり、

花の美しい道の駅。昨春リニューアルオープンし

た「 里わ」では、地元の新鮮野菜を使用した

料理や ７： からの朝ごはんが大人気です 名物紫

米や笹すし、寺が多いだけに市内に 店舗もある

お菓子屋さんの銘菓も取り揃え販売しています。

長野県飯山市常盤7425

国道117号 0269－62－1887

入村明代表取締役

百名山妙高山の裾野に位置し、上信越

自動車道からも高速道路を降りずに情報館、物産

館 コンビニ ホテルなど複合商業施設を利用でき

る新しいタイプの道の駅です。６月は くびき野縁

日 に併せ、東日本大震災のがれきや流木で作った

バイオリンによる 絆 コンサートを開催します。

新潟県妙高市猪野山58－1

国道18号 0255－70－1021

上原啓明駅長

二つの国道交差点にあり、山陰山陽を

結ぶ交通要衝の歴史がある地域らしい人と情報の

交流拠点です。好評の豆腐など地元特産品売店と

野菜市 レストラン バスターミナル、子ども図書

館、芝広場などでゆっくり過ごしていただけます。

毎月１回、「ありがとうデー」も開催しています。

広島県尾道市御調町大田33

国道486・184号 0848－76－3115
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福島・浜通りを世界一の桜街道に
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も
と
も
と
一
帯
は
日
本
風
景
街
道
「
ふ
く
し

ま
浜
街
道
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
」の
エ
リ
ア
だ
が
、

浜
通
り
は
警
戒
区
域
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
ま

ま
で
、
未
だ
に
立
ち
入
れ
な
い
地
域
も
多
い
。

震
災
後
、
子
供
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
地
域
も
ば

ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
放
射
能
と
い
う

見
え
な
い
敵
と
の
闘
い
は
今
後
も
続
く
。
希
望

を
失
く
し
つ
つ
あ
る
地
域
住
民
が
元
気
に
な

り
、
希
望
が
持
て
る
よ
う
「

年
後
の
故
郷
へ

の
贈
り
物
」
を
皆
で
造
ろ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。
浜
通
り
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
主

体
的
に
関
わ
っ
て
い
け
る
環
境
を
つ
く
り
「
愛

す
る
ふ
る
さ
と
の
復
興
」
を
成
し
遂
げ
る
礎
と

な
る
事
業
だ
。

植
樹
費
用
は
「
福
島
県
地
域
づ
く
り
総
合
支

援
事
業
（
地
域
協
働
モ
デ
ル
支
援
事
業
）
補
助

金
」
を
活
用
し
、
維
持
管
理
費
用
は
全
国
か
ら

桜
の
木
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
る
。

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、

年
は
草
木
も

生
え
な
い
と
言
わ
れ
た
翌
年
か
ら
芽
吹
い
た

「
被
爆
サ
ク
ラ
」
を
、
今
も
育
て
続
け
る
広
島

の
郷
土
史
家
・
田
邊
良
平
さ
ん
も
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
話
を
知
り
、
そ
の
苗
木
を
寄
贈
し

て
く
れ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
女
性
の
視
点
か
ら
郷
土
へ

の
貢
献
を
願
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
ネ
ッ

ト
が
中
心
に
計
画
。
実
行
委
員
長
の
西
本
由
美

子
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
理
事
長
は
「
大
人
が
つ
く
っ
た
負

の
遺
産
だ
け
を
子
供
た
ち
に
託
す
訳
に
は
い
か

な
い
。
子
供
た
ち
に
未
来
を
見
せ
る
の
が
大
人

の
責
任
だ
。
子
供
た
ち
と
一
緒
に
世
界
一
の
桜

街
道
を
つ
く
ろ
う
と
願
っ
て
行
動
し
、
頑
張
れ

ば
夢
は
か
な
う
と
い
う
姿
を
見
せ
た
い
」
と
話

す
。

＊

僕
ら
は
き
っ
と
待
っ
て
る

君
と
ま
た
会
え
る
日
々
を

さ
く
ら
並
木
の
道
の
上
で

手
を
振
り
叫
ぶ
よ

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
森
山
直
太
朗
さ

ん
の
「
さ
く
ら
」
の
歌
い
出
し
。

歌
詞
は
続
く
。

ど
ん
な
に
苦
し
い
時
も

君
は
笑
っ
て
い
る
か
ら

挫
け
そ
う
に
な
り
か
け
て
も

頑
張
れ
る
気
が
し
た
よ

東
北
復
興
へ
体
力
維
持

シ
ン
ポ
で
国
交
省
東
北
地
方
整
備
局
長

全
国
「
道
の
駅
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
ｉｎ
遠
野
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
連

絡
会
の
役
員
を
務
め
る
市
町
村
長

４
人
と
本
紙
「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」

編
集
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
に
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
課
題
を
指

摘
し
、対
応
策
を
提
言
す
る
な
ど
、

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

始
め
に
徳
山
日
出
男
国
交
省
東

北
地
方
整
備
局
長
が
「
震
災
と
東

北
復
興
」
に
つ
い
て
報
告
。
「
真

っ
先
に
ヘ
リ
を
飛
ば
し
て
状
況
を

把
握
。
自
衛
隊
、
救
急
医
療
、
消

防
、
建
設
業
界
、
様
々
な
人
が
命

を
救
い
守
る
力
を
合
わ
せ
た
。
様

々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
道
の
駅
を

含
む
拠
点
の
重
要
性
、
地
域
の
体

力
維
持
の
大
切
さ
が
教
訓
」
と
話

し
た
。

谷
口
博
昭
芝
浦
工
業
大
大
学
院

教
授（
元
国
交
事
務
次
官
）も
「
道

の
駅
や
地
域
は
人
間
性
、
憩
い
の

安
ら
ぎ
、
自
然
を
含
む
地
域
の
観

光
、
歴
史
文
化
、
景
観
な
ど
を
大

切
に
し
て
他
と
違
う
価
値
を
高
め

る
こ
と
が
必
要
」
と
講
演
し
た
。

道
の
駅
が
今
後
必
要
な
取
り
組

み
や
、
全
国
連
絡
会
が
果
た
す
べ

き
役
割
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
考

え
が
披
露
さ
れ
た
。

「
道
の
駅
の
情
報
収
集
力
、
発

信
力
の
強
化
と
、
市
町
村
の
防
災

計
画
へ
の
位
置
付
け
が
課
題
。
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
底
力
が
必
要
」（
本

田
敏
秋
岩
手
県
遠
野
市
長
）

「
運
営
を
民
間
委
託
し
て
い
て

も
、
行
政
は
道
の
駅
に
も
っ
と
関

わ
る
べ
き
だ
。
情
報
発
信
、
地
域

活
性
化
な
ど
は
本
来
行
政
の
仕
事

な
の
だ
か
ら
」
（
古
口
達
也
栃
木

県
茂
木
町
長
）

「
地
域
独
自
の
文
化
を
、
自
信

を
持
っ
て
発
信
し
、
伝
統
芸
能
や

商
品
な
ど
の
情
報
交
換
を
図
れ

ば
、
駅
は
も
っ
と
魅
力
を
増
し
充

実
す
る
」
（
佐
藤
義
興
熊
本
県
阿

蘇
市
長
）

「
医
療
・
福
祉
の
情
報
提
供
な

ど
活
用
で
き
る
幅
は
広
い
。
地
域

に
伝
わ
る
、
も
て
な
し
の
心
を
備

え
る
こ
と
も
大
切
だ
」
（
俵
徹
太

郎
徳
島
県
三
好
市
長
）

中
で
も
本
紙
編
集
長
の
報
告

は
、
首
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め

る
中
で
、
道
の
駅
の
新
聞
ル
ー
ト

プ
レ
ス
の
発
行
者
と
し
て
、
読
者

・
道
路
利
用
者
の
声
を
代
弁
す
る

立
場
か
ら
、
本
紙
に
寄
せ
ら
れ
た

読
者
の
声
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
踏
ま
え
た
発
言
で
注
目
さ
れ

た
。道

の
駅
へ
の
読
者
の
注
文
と
し

て
「
利
用
者
の
評
価
は
高
い
が
、

施
設
の
維
持
や
情
報
提
供
な
ど
に

不
満
の
声
も
あ
る
。
一
定
レ
ベ
ル

の
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
べ
き
だ
」

と
指
摘
、
サ
ー
ビ
ス
格
差
の
是
正

を
望
む
声
を
伝
え
た
。

駅
長
を
対
象
に
し
た
防
災
ア
ン

ケ
ー
ト
も
紹
介
。
「
す
べ
て
の
避

難
者
を
受
け
入
れ
る
」
「
可
能
な

範
囲
で
受
け
入
れ
る
」
と
の
回
答

が

％
に
の
ぼ
り
、
日
本
人
の
持

つ
災
害
に
立
ち
向
か
う
逞
し
さ
や

優
し
さ
に
感
激
し
た
、
と
報
告
。

地
域
に
合
っ
た
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

づ
く
り
を
全
国
組
織
で
協
議
し
、

道
の
駅
の
防
災
機
能
が
よ
り
充
実

す
る
よ
う
希
望
し
た
。

震
災
後
、
道
の
駅
で
の
防
災
啓

発
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
望
む
利
用
者

の
声
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
報

告
。
「
道
の
駅
を
、
地
域
の
災
害

の
歴
史
や
地
誌
、風
土
を
知
る『
学

び
の
場
』
に
し
て
は
ど
う
か
」
と

提
案
し
た
。

地域独自の文化発信を
佐藤義興熊本県阿蘇市長

もてなしの心を備えること大切
俵徹太郎徳島県三好市長

一定レベルのサービスを確保を
本紙編集長

金田三和子駅長

山と川 自然いっぱい 昔懐かしい風景

の食事処で素敵な笑顔の元気母さんたちがつくる

窑茸天ぷらそば を食べ、とびっきりの時間を過

ごしてください。物産館にも生そば、みそ、こん

にゃく、まんじゅう、金山寺など手づくり食品が

あり、体験工房ではそば打ちや五平餅づくりも可。

静岡県浜松市天竜区熊1976－1

主要地方道天竜東栄線 053－929－0636

兼重隆文駅長

山口きらら博 跡地に開設されまし

た 近海の魚介類とともに 特産のかぼちゃ くりま

さる を活かしたソフトクリーム、コロッケなど

種類の加工品、焼きたてパン しょうゆ玉 飴玉 が

看板商品。 薄寒桜 がシンボルツリーで、旅する

蝶アサギマダラの立ち寄りでも知られています。

山口県山口市阿知須509－88

県道きらら浜沖の原線 0836－66－1001

小嶋文明駅長

都市等との交流拠点「カッコーの森エ

コーランド」の一翼を担い、ウオータースライダ

ー付き温水プール、バンガロー、アーチェリー場、

ジャズライブ館と「南郷サマージャズフェスティ

バル」が多くの人々を魅了します。郷土食そばか

っけ、せんべい汁、ブルーベリーソフトもぜひ。

青森県八戸市南郷区中野舘野4－4

県道名川階上線 0178－82－2902

シンポジウムでは「道の駅」の進化を誓う

遠野宣言も採択
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枝垂れ桜の咲く里への回り道

地道な復興もコツコツ 全国建設業協会に厚労相が感謝状
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上
越
市
を
流
れ
る
関
川
。
対
岸

の
病
院
の
入
院
患
者
を
元
気
づ
け

よ
う
と
住
民
や
国
、
県
、
市
が
連

携
し
て
河
川
敷
一
杯
に
コ
ス
モ
ス

の
種
を
撒
き
咲
か
せ
た
活
動
が
地

域
連
携
の
原
点
。
以
来
、
地
域
の

環
境
へ
の
取
り
組
み
が
続
く
。
活

動
の
中
心
を
担
う
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

「
徳
合
ふ
る
さ
と
の
会
」
（
塚
越

秋
三
代
表
）
だ
。

道
の
駅
「
う
み
て
ら
す
名
立
」

か
ら
道
の
駅
「
能
生
」
に
か
け
て

の
国
道
８
号
（
日
本
海
夕
日
ラ
イ

ン
）
と
、
周
辺
の
県
・
市
道
に
は

古
く
か
ら
枝
垂
れ
桜
や
河
津
桜
な

ど
が
多
く
、
地
域
の
名
所
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
景
観
資
源
と
し

て
活
か
し
、
地
域
の
環
境
整
備
に

つ
な
げ
よ
う
と
い
う
の
が
当
地
の

風
景
街
道
の
目
的
だ
。
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ

は
じ
め
地
域
団
体
や
自
治
会
、
自

治
体
な
ど

団
体
が
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い
る
。

日
常
の
活
動
は
、
ル
ー
ト
内
の

景
観
や
道
路
環
境
を
改
善
す
る
た

め
、
住
民
と
話
し
合
っ
て
共
同
で

障
害
樹
木
を
伐
採
し
、
跡
地
に
枝

垂
れ
桜
の
苗
木
を
植
え
る
。
伐
採

し
た
樹
木
や
枝
木
を
チ
ッ
プ
に
し

て
土
に
返
す
再
資
源
化
な
ど
だ
。

伐
採
や
植
樹
の
ほ
か
、
こ
れ
ま

で
に
将
来
計
画
策
定
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
枝
垂
れ
桜
ル

ー
ト
の
案
内
板
を
設
置
。
「
枝
垂

れ
桜
の
花
街
道
を
巡
る
ハ
イ
キ
ン

グ
」
や
「
立
ち
止
ま
る
風
景

徳

合
千
本
枝
垂
れ
写
真
展
」
、
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
、
古
民
家
ギ
ャ
ラ
リ

ー
＆
カ
フ
ェ
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
し
て
き
た
。

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
地
域
全
体
を
桜

色
に
染
め
る
「
桜
の
里
」
構
想
を

軸
に
、
活
動
が
上
越
全
域
に
広
が

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
、
「
目
で

見
る
心
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
い
る
。
「
目
で
見
る
」

と
は
地
域
の
景
観
そ
の
も
の
だ
。

生
活
道
や
そ
の
周
辺
に
四
季
折
々

の
草
花
が
咲
き
乱
れ
、
ゴ
ミ
ひ
と

つ
落
ち
て
い
な
い
地
域
を
実
現
し

た
い
。
塚
越
さ
ん
は
「
伝
統
や
文

化
、
慣
習
を
見
直
し
て
、
出
来
る

だ
け
復
興
さ
せ
た
い
。
昔
の
よ
う

に
、
人
と
の
交
流
、
協
力
な
ど
が

当
た
り
前
に
出
来
て
い
た
、
活
力

あ
る
地
域
を
取
り
戻
し
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。
桜
の
見
ご
ろ
は
４

月
中
、
下
旬
。

枝垂れ桜の花街道を巡るハイキングのひとこま 立ち止まる風景写真コンテストの受賞作から

サ
ク
ラ
の
季
節
が
巡
っ
て
き

た
。
「
桜
」
を
前
面
に
出
し
て

活
動
す
る
日
本
風
景
街
道
が
あ

る
。
日
本
の
原
風
景
「
枝
垂
れ

桜
の
咲
く
里
へ
の
回
り
道
」（
新

潟
県
上
越
市
〜
糸
魚
川
市
）と
、

「
合
掌
・
さ
く
ら
」
飛
越
街
道

〜
世
界
遺
産
を
め
ぐ
る
道
〜

（
岐
阜
県
高
山
市
〜
富
山
県
南

砺
市
）
だ
。
福
島
県
・
浜
通
り

を
世
界
一
の
桜
街
道
に
と
い
う

「
ふ
く
し
ま
浜
街
道
ハ
ッ
ピ
ー

ロ
ー
ド
」
の
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
動
き
始
め
た
ば
か
り
だ
が

（
２
〜
３
面

こ
ち
ら
２
つ
の

ル
ー
ト
で
は
、
咲
き
誇
る
サ
ク

ラ
が
観
光
客
の
訪
れ
を
待
つ
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ

ん
が
手
が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を

モ
チ
ー
フ
に
、
歴
史
や
文
化
が
道
路
を

介
し
て
未
来
へ
続
い
て
い
く
こ
と
を
表

現
し
た
。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
っ
た
。
今
も
、

復
旧
・
復
興
へ
の
地
道
な
作
業
が
続
く
。
そ
れ
を

支
え
る
の
が
、
一
般
社
団
法
人
全
国
建
設
業
協
会

の
会
員
企
業
で
あ
る
、
地
域
の
建
設
業
界
の
人
た

ち
だ
。
震
災
時
も
常
に
最
前
線
で
、
人
命
救
助
や

捜
索
に
当
た
っ
た
。
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
命
も
あ

る
。
火
葬
し
直
す
ま
で
の
仮
埋
葬
も
担
っ
た
。

火
葬
し
き
れ
な
い
膨
大
な
遺
体
を
市
町
村
の
許

可
証
な
し
で
仮
埋
葬
で
き
る
特
別
措
置
が
と
ら
れ

た
際
、
一
般
に
知
ら
れ
な
い
困
難
な
作
業
に
黙
々

と
従
事
し
た
。
こ
の
被
災
者
の
支
援
活
動
な
ど
に

対
す
る
功
労
に
対
し
、
今
年
３
月
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
同
協
会
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

東
海
大
地
震
、
首
都
直
下
地
震
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
な
ど
大
規
模
な
地
震
発
生
の
危
機
へ
の

指
摘
が
相
次
ぎ
、
被
害
予
測
も
公
表
さ
れ
て
い
る

が
、
災
害
現
場
で
の
救
援
・
応
急
復
旧
に
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
き
た
地
域
の
建
設
業
界
は
、
公
共

事
業
削
減
の
あ
お
り
で
体
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
の

も
事
実
。
だ
が
、
地
域
に
密
着
し
た
最
前
線
で
の

作
業
に
、
地
域
業
界
の
活
躍
は
欠
か
せ
な
い
。 北海道では夜を徹しての除雪は

珍しくない

復興に地域の業界との連携は

欠かせない

中塚勝則駅長

砂鉄や海産物の産地、交通要衝として

栄えてきた久慈。観光交流施設「風の館」では秋

祭りを盛り上げる山車が、「レトロ館」では昭和

年代の街並みが皆様を温かくお迎えし、今日も

人々の賑わいの場になっています。地場産品のレ

ストラン「山海里」では〝海女丼〟が好評です。

岩手金久慈市中町2－5－6

国道281号 0194－66－9200

檜尾道子現場責任者

日本三大秘境 祖谷渓谷 の中央、観光

名所「大歩危峡・小歩危峡」と「祖谷のかずら橋」

を結ぶルート上にあります。箸でつかむだけで麺

がちぎれてしまうほど軟らかい 祖谷そば がおす

すめです。近隣には子供から大人まで楽しめるモ

ノレールで人気の公園や温泉施設もあります。

徳島県三好市西祖谷山村尾井ノ内348－2

県道西祖谷山山城線 0883－87－2670

松田義昱駅長

「いなばの白うさぎ」が鮫の背中を渡

った神話の白,7海岸は目の前。白うさぎが体を洗

った池があり医療や縁結びで有名な白,7神社はス

グ横です。１階店舗は地元産品、土産品の販売、

大型海水いけすがある２階レストランでは活魚料

理と日本海のきれいな夕日を堪能できます。

鳥取県鳥取市白,7613

国道9号 0857－59－6700
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合掌造りと荘川桜

玄関まで地域の除雪を黙々と
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岐
阜
県
白
川
郷
と
富
山
県
五
箇

山
の
合
掌
造
り
集
落
を
中
心
と
す

る
一
帯
は
１
９
９
５
年
、
ユ
ネ
ス

コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
観

光
名
所
だ
。
同
時
に
両
集
落
を
通

る
国
道
１
５
６
号
や
３
０
４
号
、

東
海
北
陸
自
動
車
道
の
沿
線
は
、

日
本
風
景
街
道「
合
掌
・
さ
く
ら
」

飛
越
街
道
の
ル
ー
ト
で
も
あ
る
。

合
掌
造
り
集
落
は
、
古
来
受
け

継
が
れ
て
き
た
独
特
の
建
築
様
式

と
共
に
、
日
本
人
の
生
活
の
原
風

景
を
残
し
て
い
る
。ル
ー
ト
名
は
、

そ
の
合
掌
造
り
と
、
当
地
を
代
表

す
る
「
荘
川
桜
」
に
ち
な
ん
で
命

名
さ
れ
た
。

荘
川
桜
は
、
御
母
衣
ダ
ム
の
建

設
で
湖
底
に
沈
む
運
命
に
あ
っ

た
。
し
か
し
、
桜
を
愛
す
る
人
々

の
強
い
意
志
で
保
存
が
決
ま
り
、

世
界
で
も
例
の
な
い
大
移
植
事
業

に
よ
っ
て
湖
畔
の
現
在
地
に
移
さ

れ
た
。
命
を
救
わ
れ
た
桜
は
、
水

没
し
た
古
里
を
見
守
り
な
が
ら
毎

年
、
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
。
周

辺
で
は
子
桜
、
孫
桜
の
並
木
な
ど

も
楽
し
め
る
。
見
ご
ろ
は
４
月
下

旬
〜
５
月
上
旬
。

活
動
の
中
心
は
世
界
遺
産
合
掌

街
道
実
行
委
員
会
や
飛
越
街
道
協

議
会
。
地
域
に
は
合
掌
造
り
集
落

や
桜
な
ど
の
並
木
、
ダ
ム
湖
や
池

か
ら
の
景
観
、
ど
ぶ
ろ
く
祭
り
な

ど
古
く
か
ら
の
祭
礼
行
事
、
温
泉

や
観
光
施
設
な
ど
、
様
々
な
資
源

や
文
化
が
豊
富
だ
。
自
然
・
歴
史

・
文
化
・
風
景
な
ど
を
通
し
「
訪

れ
る
人
」
と
交
流
し
て
地
域
活
性

化
を
図
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
を

保
全
し
な
が
ら
美
し
い
空
間
の
形

成
を
目
指
す
の
が
目
的
。

道
路
沿
線
の
安
全
点
検
や
美
化

活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
荘
川
桜
を
街

道
沿
い
に
植
樹
す
る
活
動
や
、
地

域
づ
く
り
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
学

習
会
も
開
催
し
て
い
る
。
同
協
議

会
は「
心
の
ふ
る
郷
を
探
す
み
ち
」

「
日
本
人
の
心
の
み
な
も
と
が
息

づ
く
み
ち
」
の
保
全
を
目
指
す
。

住民の熱意で移植され今は湖畔を彩る荘川桜

■
全
国
建
設
業
協
会
と
は

土
木
・
建
設
業
界
は
、
全

国
約
２
万
社
の
建
設
企
業
が

都
道
府
県
ご
と
に
建
設
業

団
体
を
組
織
。
そ
の
地
域
団

体
が
一
般

社
団
法
人

全
国
建
設

業
協
会
の

会
員
を
構

成
。
地
域
経
済
社
会
を
支
え

る
基
幹
産
業
と
し
て
雇
用
の

維
持
を
は
じ
め
、
河
川
・
道

路
な
ど
環
境
保
全
や
災
害
時

の
応
急
復
旧
活
動
、
社
会
貢

献
活
動
に
取
り
組
む
。
す
ぐ

れ
た
技
術
者
、
技
能
者
の
確

保
や
、
将
来
に
わ
た
っ
て
技

術
、
技
能
の
継
承
が
出
来
る

環
境
づ
く
り
も
活
動
の
大
き

な
柱
だ
。
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こ
の
冬
北
日
本
各
地
を
大
雪
が
襲
っ
た
。
３
月

初
め
、
北
海
道
の
道
東
一
帯
を
暴
風
雪
が
襲
い
、

立
ち
往
生
し
た
自
動
車
か
ら
脱
出
し
た
父
親
が
小

学
生
の
娘
を
抱
い
た
ま
ま
力
尽
き
凍
死
す
る
な
ど

９
人
死
亡
の
惨
事
を
招
い
た
。
毎
冬
、
多
く
の
雪

害
死
傷
事
故
が
起
き
て
お
り
、
平
成

年
以
降
で

も
雪
下
ろ
し
中
の
転
落
、
雪
道
の
ス
リ
ッ
プ
な
ど

で
１
３
０
人
以
上
が
死
亡
し
て
い
る
。

道
路
な
ど
の
除
雪
作
業
に
は
多
く
の
人
員
や
機

材
が
必
要
だ
が
、
特
に
大
切
な
の
は
交
通
事
情
や

雪
捨
て
場
、
ど
こ
に
誰
が
住
む
か
な
ど
地
域
に
精

通
し
て
い
る
こ
と
だ
。
お
年
寄
り
は
雪
か
き
、
雪

下
ろ
し
が
出
来
な
い
。
大
手
業
者
は
幹
線
を
重
機

で
一
気
に
除
雪
す
る
が
、
日
頃
の
交
流
で
地
域
と

生
き
る
地
元
業
者
は
玄
関
口
ま
で
除
雪
。
採
算
の

合
う
仕
事
で
は
な
い
。

群
馬
、
秋
田
両
県
建
設
業
協
会
は
両
県
の
業
界

実
態
を
調
べ
た
が
、
３
年
ほ
ど
で
除
雪
作
業
か
ら

撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
企
業
が
多
か
っ

た
。
青
柳
剛
群
馬
県
建
設
業
協
会
会
長
は
言
う
。

「
雪
国
は
除
雪
し
な
い
と
暮
ら
せ
な
い
。
地
域

と
と
も
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
高
齢
世
帯
が
ど
こ

か
知
っ
て
い
る
の
で

玄
関
口
ま
で
除
雪
す

る
。
震
災
の
被
害
は

爪
痕
が
は
っ
き
り
見

え
る
が
、
雪
は
桜
が

咲
く
こ
ろ
に
は
跡
形

も
な
く
消
え
る
。
雪

国
の
悲
し
さ
、
切
な

さ
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す

ね
」
。

高瀬満伸代表者

二つの国道合流点にあり、運転の疲れ

をリフレッシュするにふさわしい休憩所です。眼

下に四万十川を望む公園内に、石の風車やフィー

ルドアスレチック 郷土資料館も併設 館内の直売

所には手作り食品や特産品 農作物がそろい 周辺

地域の情報館やミュージックトイレが好評です。

高知県高岡郡四万十町大正17－1

国道381・439号 0880－27－0113

金井忠夫館長

「那須野が原の開拓と自然文化のいと

なみ」をテーマに、歴史・民俗・考古・美術・自

然など地域の情報発信と人々の交流を目的とした

文化交流型 の道の駅。併せて地域の総合博物館

として年数回の企画展を開催しており、園内で明

治の面影を残す防風林、土手、疏水も楽しめます。

栃木県那須塩原市三島5－1

市道塩原街道線 0287－36－0949

川田喜傳治支配人

雲仙普賢岳噴火の教訓を伝える「土石

流被災家屋保存公園」を併設し、火山学習館や大

火砕流体験館があり、日本で一番新しい山「平成

新山」を一望できます。郷土食「具雑煮」、本陣

鍋定食「六兵衛定食」がオススメ。駅独自「具雑

煮穴子そうめん」のお土産もあります。

長崎県南島原市深江町丁6077

国道251号 0957－72－7222

チューリップが華やかな合掌造りの集落
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■日本橋に春の花

江戸時代は五街道、現代では国道の起点として知られる

日本橋。ここは日本風景街道「江戸・東京・みらい街道」

に登録されている。起点という特色を活かし、地域と連携

する試みが進んでいる。

ＮＰＯ法人「はな街道」は、日本橋・中央通り約２㌔㍍

の沿道で、花壇の花植えに取り組む。風景街道の活動で縁

のある地域に声をかけ、実現したのが花の交流だ。昨年

月、合掌造り集落を核とする「合掌・さくら街道」の主要

メンバー富山県南砺市から、チューリップの球根1000個が

日本橋に贈られ「花の広場」に植え込んだ。

１月には「渥美半島菜の花浪漫街道」‖写真‖で、菜の

花で農地再生に取り組む愛知県田原市のＮＰＯ法人「田原

菜の花エコネットワーク」のメンバーが日本橋を訪れ「滝

の広場」などに 株の苗

を植え、菜の花の切り花

と観光パンフを歩行者に

配布した。

ＮＰＯ はな街道 は今

後、交流先を広げるとと

もに 春の日本橋まつ

り とのタイアップなど

交流の充実を図る

■奈良と大阪を結ぶ古道

日本書紀の推古天皇 年（613年）の条に「難波より京

に至る大道を置く」と記述があり、これに従えば今年は日

本最古の官道が出来て1400年ということになる。

現在の国道166号、日本風景街道「悠久の竹内街道」が

その道の多くを占めると考えられ、奈良県や関係自治体は

これに合わせて観光客誘致を図る方針だ。

古代の大陸との外交の道、物資を都へ運ぶ経済の道、仏

教伝来の信仰の道など、この道が歴史上に持つ意味は大き

い。本紙ルートプレスも次の第 号で取り上げる予定。

ニュースライン
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国
の
体
裁
が
本
格
的
に
整
っ
た

の
は
６
４
５
年
（
大
化
元
年
）
の

乙
巳
の
変
以
降
、
律
令
と
い
う
中

国
の
制
度
を
導
入
し
た
一
連
の
諸

改
革
の
時
代
で
あ
る
。
大
化
の
改

新
と
い
う
こ
の
改
革
に
あ
わ
せ
、

当
時
の
政
府
は
支
配
し
て
い
た
領

域
を
統
一
的
な
制
度
に
よ
っ
て
支

配
す
る
強
い
意
志
の
も
と
に
、
国

の
統
治
組
織
や
、
官
吏
の
職
務
規

程
、
税
制
、
刑
罰
の
諸
制
度
を
整

え
て
い
っ
た
。

支
配
を
実
効
的
な
も
の
に
す
る

に
は
税
を
確
保
し
、
中
央
の
命
令

を
地
方
に
確
実
に
伝
達
し
、
有
事

に
は
軍
を
迅
速
に
派
遣
で
き
る
道

路
の
建
設
や
耕
地
の
整
理
な
ど
の

整
備
が
不
可
欠
だ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
国
土
に
働
き
か
け
る
官
道
の

整
備
と
条
里
に
よ
る
耕
地
区
画
が

行
わ
れ
た
。

税
制
で
重
要
な
の
が
、
耕
作
者

に
一
律
に
賦
課
さ
れ
た
「
租
」
と

い
う
米
の
収
穫
に
か
か
る
年
貢

だ
。
そ
の
た
め
班
田
収
授
法
が
定

め
ら
れ
た
が
、
法
整
備
だ
け
で
個

別
の
耕
作
者
に
区
画
は
割
り
当
て

ら
れ
な
い
。
土
地
を
平
ら
に
し
、

水
田
と
し
て
使
え
る
用
水
を
整
備

し
た
整
然
た
る
区
画
割
り
が
必

要
。
こ
れ
が
条
里
制
だ
。

条
里
制
の
地
割
り
は
、
土
地
を

「
里
」
と
呼
ぶ
三
六
〇
歩
（
約
６

５
０
㍍
）
四
方
に
区
画
し
、
一
辺

を
６
分
割
し
て

分
の
１
の「
坪
」

と
し
、そ
れ
を

等
分
し
て「
段
」

と
し
、
班
田
の
基
準
と
し
た
。
口

分
田
と
し
て
良
民
の
男
性
に
は
２

段
（
約

㌃
）
の
田
を
、
良
民
の

女
性
に
は
そ
の
３
分
の
２
を
支
給

し
、
収
穫
の
約
３
％
を
納
め
さ
せ

た
。条

里
制
が
全
国
的
に
施
行
さ
れ

た
の
は
７
０
０
年
代
初
め
か
ら
７

２
０
年
頃
の
和
銅
か
ら
養
老
年
間

と
い
う
が
、
も
う
少
し
下
る
と
の

説
も
あ
る
。
条
里
制
施
行
は
税
の

根
幹
の
た
め
、
全
国
的
か
つ
徹
底

的
に
土
地
を
碁
盤
目
に
区
画
し
て

水
田
に
す
る
事
業
が
行
わ
れ
た
。

そ
れ
を
証
明
す
る
遺
構
は
、
近
年

の
圃
場
整
備
な
ど
で
失
わ
れ
た
所

も
多
い
が
、
全
国
に
広
く
分
布
す

る
。
条
里
制
遺
構
は
、
当
時
の
律

令
国
家
が
国
土
全
体
を
統
一
的
な

制
度
の
も
と
で
支
配
す
る
意
図
を

も
ち
、
い
か
に
そ
れ
を
全
国
に
貫

徹
し
た
か
を
証
明
す
る
証
拠
で
あ

る
。今

に
残
る
事
跡
か
ら
は
、
当
時

支
配
で
き
て
い
た
国
土
全
体
に
大

変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
、
条
里

を
整
備
し
て
班
田
収
授
法
を
実
施

し
た
こ
と
が
分
か
る
。
政
府
が
確

実
な
収
入
を
あ
げ
、
種
々
の
政
策

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
た
決
意

の
ほ
ど
は
、
全
国
に
残
る
事
跡
事

例
か
ら
明
ら
か
だ
。

土
を
動
か
し
て
水
平
に
仕
上
げ

る
に
は
、
思
い
の
ほ
か
お
金
が
か

か
る
。
現
在
の
土
工
事
は
、
小
規

模
で
も
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
シ
ョ
ベ

ル
カ
ー
な
ど
土
工
機
械
と
、
ダ
ン

プ
カ
ー
や
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
な
ど

運
搬
機
械
の
組
み
合
わ
せ
で
行
う

が
、
建
設
機
械
を
長
時
間
、
丁
寧

に
動
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
相
当

の
費
用
が
か
か
る
。
膨
大
な
人
力

投
入
が
必
要
な
条
理
制
の
全
国
展

開
は
、
権
力
が
強
大
だ
っ
た
か
ら

な
し
得
た
の
だ
。

歴
史
書
で
は
、
当
時
官
道
と
し

て
整
備
し
た
七
道
は
「
七
道
に
む

か
う
官
道
が
整
備
さ
れ
た
。
駅
家

を
設
け
る
駅
制
が
し
か
れ
、
役
人

が
公
用
に
利
用
し
た
」
な
ど
、
あ

っ
さ
り
書
か
れ
て
い
る
。
江
戸
時

代
の
東
海
道
で
も
せ
い
ぜ
い
５
㍍

程
度
の
道
幅
し
か
な
く
、
カ
ー
ブ

の
曲
が
り
具
合
な
ど
道
路
の
線
形

も
直
線
性
を
重
視
し
て
い
な
か
っ

た
か
ら
、
古
代
の
官
道
を
整
備
し

た
と
い
っ
て
も
、
た
い
し
た
も
の

を
造
っ
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
い

う
の
が
歴
史
学
の
常
識
だ
っ
た
か

ら
だ
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
こ
の
時
代
の

官
道
は
幅
員
が
９
〜

㍍
も
あ

り
、
直
線
性
に
も
優
れ
て
い
た
こ

と
が
、
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
。
武
蔵
国
を
通
っ
て
い

た
東
山
道
の
発
掘
調
査
で
は
、

㍍
程
度
の
広
い
幅
を
も
つ
直
線
道

路
が
確
認
さ
れ
、
佐
賀
県
の
西
海

道
で
は
、

㌔
㍍
に
も
及
ぶ
直
線

道
路
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
今
日

の
高
速
道
路
で
も
こ
れ
だ
け
の
直

線
は
ま
ず
存
在
し
な
い
。

七
道
は
都
か
ら
東
に
太
平
洋
沿

い
の
「
東
海
道
」
、
同
じ
く
山
中

の
「
東
山
道
」
、
日
本
海
側
北
部

の
「
北
陸
道
」
、
同
西
部
の
「
山

陰
道
」
、
中
国
地
方
南
部
の
「
山

陽
道
」、四
国
に
至
る「
南
海
道
」、

九
州
を
一
周
す
る
「
西
海
道
」
。

そ
の
名
称
は
道
路
名
で
も
地
域
名

で
も
あ
っ
た
。
官
道
は
大
路
・
中

路
・
小
路
に
区
分
さ
れ
、
道
路
幅

や
三
十
里
（

㌔
㍍
）
ご
と
に
設

け
た
駅
の
機
能
は
異
な
っ
た
が
、

大
路
は
畿
内
か
ら
太
宰
府
に
伸
び

る
山
陽
道
だ
け
だ
っ
た
。

古
代
の
税
「
調
」
は
地
域
の
特

産
品
を
都
に
納
め
る
も
の
で
、

「
庸
」
は
本
来
役
務
の
提
供
だ
っ

た
が
、
代
納
と
し
て
品
物
を
納
め

る
に
は
、
都
に
納
め
る
必
要
が
あ

っ
た
。
官
道
は
徴
税
や
軍
役
の
実

用
性
と
同
時
に
、
政
府
の
権
威
を

国
中
の
み
な
ら
ず
朝
鮮
や
中
国
に

示
す
た
め
、
分
不
相
応
な
大
規
模

道
路
を
整
備
し
た
の
だ
。

平
坦
部
が
ご
く
少
な
い
山
が
ち

の
国
土
の
上
に
、
広
幅
員
の
直
線

道
路
を
建
設
す
る
に
は
、
莫
大
な

労
力
が
必
要
。
律
令
政
府
が
想
像

以
上
に
強
力
な
権
力
を
持
っ
て
い

た
証
の
一
つ
で
あ
る
。

七
道
の
ル
ー
ト
研
究
者
に
よ
る

と
、
現
在
の
高
速
道
路
と
七
道
の

ル
ー
ト
が
よ
く
一
致
す
る
と
い

う
。
高
速
道
路
が
大
昔
の
官
道
と

一
致
す
る
と
は
ロ
マ
ン
溢
れ
る
話

だ
が
、
わ
が
国
で
は
直
線
道
路
が

通
れ
る
場
所
が
極
め
て
限
定
さ
れ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
東
山
道
と

中
央
高
速
道
路
の
重
な
り
が
象
徴

的
だ
。
濃
尾
平
野
か
ら
東
へ
山
道

を
と
る
と
木
曽
谷
に
入
る
し
か
な

い
。
だ
か
ら
後
に
こ
こ
に
中
山
道

も
通
り
、
国
道

号
も
Ｊ
Ｒ
中
央

本
線
も
こ
の
谷
に
あ
る
。

当
時
の
政
府
は
七
道
を
全
国
に

巡
ら
せ
、
駅
に
伝
馬
を
置
い
て
各

地
と
の
連
絡
網
を
確
保
し
た
。
国

威
を
中
国
や
朝
鮮
の
使
者
に
見
せ

る
必
要
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
開
発

可
能
な
全
て
の
土
地
を
区
画
整
理

し
て
国
府
で
管
理
し
、
国
府
と
大

和
を
七
道
で
結
ん
で
、
全
国
を
統

治
し
た
。
全
国
土
へ
の
働
き
か
け

が
天
平
文
化
を
生
み
、
日
本
文
化

の
礎
を
つ
く
り
、
今
日
に
繋
が
る

日
本
国
が
本
格
的
に
出
発
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

条
里
制
と
五
畿
七
道
の
時
代

列島保全への課題

本著では日本の国土の

地形的・社会的特徴や国

土への働きかけの歴史が
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日本人は今、何を考える

べきか、に気づくことの

出来る好著。
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国土と日本人
災害大国の生き方

大石久和著
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青木俊憲支配人

中山峠の名を高めた元祖あげいもに加

え、昨年デビューした「鶏塩」が大ヒット！本年

はさらに「食の追求とパフォーマンス」を進めて

います。１月からの「とろとろ豚汁」も好評で、

４月からは北海道を歩き回り見つけた「プレミア

ム・ソフトクリーム」を数量限定で販売します。

北海道虻田郡喜茂別町345番地

国道230号 0136－33－2671

太田実駅長

極楽浄土を意味し眺望がよく市民の心

のよりどころ上品山から命名。北上川の船着場を

イメージする木造建築は環境にもやさしく、震度

７以上の耐震性があります。道路情報提供施設、

温泉保養施設も備え、東日本大震災でも救援、復

旧、地域の活性と安らぎの拠点になりました。

宮城県石巻市小船越二子北下1－1

国道45号 0225－62－3670

青木一也駅長

信長、秀吉、家康に仕えた茶人、陶人

古田織部生誕の地。県産100％使用自家製そばを中

心とした織部正定食、そば打ち体験が幅広い層に

人気です。直販ショップでは、地元農家によって

毎日出荷される山菜、生しいたけ、玉葱、いちじ

く、富有柿などの生鮮野菜、果物がイチオシ！！

岐阜県本巣市山口676番地

国道157号 0581－34－4755

7 第 37 号年（平成 年）４月7 第 37 号年（平成 年）４月
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「
地
を
離
れ
て
人
な
く
、
人
を

離
れ
て
事
な
し
。
故
に
人
事
を
論

ぜ
ん
と
欲
せ
ば
、
先
ず
地
理
を
観

よ
」Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重

の
桜
」
で
小
栗
旬
が
演
じ
た
明
治

維
新
の
精
神
的
指
導
者
・
吉
田
松

陰
は
、
僅
か

歳
の
生
涯
の
全
て

を
国
難
の
打
開
に
あ
て
た
。
下
田

踏
海
の
挙
に
失
敗
し
て
か
ら
は
身

の
自
由
は
な
く
、
獄
囚
幽
囚
の
逆

境
下
で
こ
の
言
葉
を
書
い
た
。

松
陰
は

〜

歳
ま
で
の
数
年

間
、
西
は
長
崎
県
平
戸
か
ら
東
は

青
森
県
竜
飛
岬
に
至
る
ま
で
、
全

国
殆
ど
の
地
域
を
踏
破
し
て
い

る
。
目
的
は
「
人
は
地
理
的
環
境

に
制
約
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
地
理

的
環
境
を
く
わ
し
く
ね
れ
ば
、
そ

こ
に
住
む
人
間
集
団
の
大
体
が
わ

か
る
。
そ
の
人
間
集
団
―
社
会
の

解
明
を
は
な
れ
て
、
事
柄
と
い
う

も
の
は
出
て
こ
な
い
。
ゆ
え
に
、

社
会
と
社
会
現
象
を
見
よ
う
と
す

れ
ば
ま
ず
地
理
か
ら
は
じ
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
」
（
司
馬
遼
太
郎

：
世
に
棲
む
日
々
）
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
に
は
全
国
に
約
三
百

も
の
藩
が
あ
り
、
多
様
で
活
力
あ

る
地
方
（
国
土
）
が
存
在
し
た
。

松
陰
を
生
ん
だ
長
州
藩
や
薩
摩
藩

は
、
農
業
生
産
を
改
革
し
て
国
力

を
増
大
さ
せ
、
幕
末
期
に
大
幅
な

人
口
増
を
記
録
し
た
。
こ
の
国
土

へ
の
働
き
か
け
が
西
郷
隆
盛
、
大

久
保
利
通
、
木
戸
孝
允
（
桂
小
五

郎
）
、
伊
藤
博
文
ら
維
新
の
志
士

た
ち
を
生
み
、
彼
ら
が
欧
米
に
対

峙
し
得
る
「
日
本
」
と
い
う
国
家

を
建
設
し
て
い
っ
た
。

わ
が
国
の
歴
史
分
野
の
教
科
書

は
、
歴
史
上
の
著
名
な
事
象
や
人

物
・
文
化
遺
産
等
を
主

と
す
る
「
事
件
史
・
出

来
事
史
」
が
中
心
で
、

国
土
形
成
の
歴
史
や
社

会
資
本
が
果
た
し
て
き

た
役
割
・
効
果
な
ど

「
国
土
へ
の
働
き
か
け
」

に
関
連
す
る
記
述
は
極

め
て
限
定
的
で
あ
る
。

例
え
ば
、
条
里
制
と

五
畿
七
道
の
整
備
（
律

令
時
代
）
、
新
田
開
発

と
五
街
道
の
整
備
（
江

戸
時
代
）
、
鉄
道
・
電

信
網
の
整
備
と
北
海
道

開
拓
（
明
治
維
新
）
な

ど
、
「
国
土
へ
の
働
き

か
け
」
に
関
係
す
る
記

述
も
あ
る
が
「
事
件
史

・
出
来
事
史
」
で
溢
れ

る
日
本
通
史
の
中
に
散

在
す
る
程
度
。
「
国
土

教
育
」
を
学
ぶ
材
料
と

し
て
、
現
在
の
歴
史
分

野
の
教
科
書
に
効
果
的

役
割
を
期
待
す
る
こ
と

は
難
し
い
。

歴
史
は
国
土
の
上
で
つ
く
ら
れ
る
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国道愛好家 松波成行

平成５年に「道の駅」は103駅か
ら始まり、平成 年３月末の段階で
その数は1005駅までに至りました。
足掛け 年で大台の1000駅に達した
のです。単純に平均すれば、 都道
府県あたり 余駅が配置されている
計算です。実際は北海道単独で114
駅を擁している一方で、東京都は１
駅で、その分布に差が大きく、まだ
各県均等とは言えません。ただ、大
方の各府県で 駅前後が開業してい
ることは、粗い見積もりでも間違っ
ていません。
一方でほぼ同時期に市町村の数は
「平成の大合併」によって平成７年
４月の3234から平成 年１月の1719

へと半減し、道の駅は市町村と対に
なる関係に近づいてきました。（合
併によって同一市町村で複数の道の
駅を持つ所もあります）。
道の駅が市町村を代表する「点」
であるなら、それら市町村間をつな
ぐ「線」が次には重要になると考え
ます。鉄道でも明らかなように、駅
という「点」が路線という「線」と
明確に一対となって想起されること
に大きな特徴があるでしょう。
その「線」となるべき対象は何か。
それは「国道」です。道の駅1000駅
余のうち、国道路線上にある道の駅
の数は800駅弱。約８割に相当する
ことからすると、本線ともいえる国
道が市町村間をつなぐ「線」として
はふさわしいようです。今、道の駅
を国道という「線」としてイメージ
させることができないか、と思いを
巡らせています。
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ｎ
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ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
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フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
者
フ
ェ
ル

ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ル
は
、

世
紀

の
ス
ペ
イ
ン
帝
国
と
オ
ス
マ
ン
・

ト
ル
コ
帝
国
が
覇
権
を
争
っ
た
時

代
の
地
中
海
を
主
人
公
に
歴
史
書

『
地
中
海
』を
著
し
た
。
空
間
（
地

理
的
条
件
や
自
然
環
境
）
が
歴
史

に
果
た
す
役
割
に
焦
点
を
当
て
、

歴
史
が
段
階
的
に
成
層
化
さ
れ
た

三
つ
の
次
元
、
「
地
理
的
な
時
間

（
長
期
）」
「
社
会
的
な
時
間
（
中

期
）
」
及
び
「
個
人
の
時
間
（
短

期
）
」
に
区
別
し
大
き
な
、
生
き

た
、
全
体
の
歴
史
を
三
部
構
成
で

展
開
す
る
。

第
Ⅰ
部
は
「
ほ
と
ん
ど
動
か
な

い
歴
史
」
「
人
間
を
取
り
囲
む
環

境
と
人
間
と
の
関
係
の
歴
史
」「
ゆ

っ
く
り
と
流
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
変

化
し
、
し
ば
し
ば
回
帰
が
繰
り
返

さ
れ
、
絶
え
ず
循
環
し
て
い
る
よ

う
な
歴
史
」
を
取
り
上
げ
て
い

る
。「

深
層
の
歴
史
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
で
も
表
現
さ
れ
、
山
地
の

地
理
的
制
約
と
そ
こ
に
住
む
人
々

の
暮
ら
し
／
平
野
に
お
け
る
土
地

改
良
の
歴
史
／
気
候
の
変
化
と
農

作
物
の
収
穫
／
パ
ン
の
値
段
の
変

動
／
交
通
路
と
し
て
の
陸
路
や
海

路
／
航
海
の
仕
方
／
都
市
の
機
能

な
ど
…
人
間
を
取
り
囲
む
地
理
的

環
境
、
つ
ま
り
人
と
国
土
と
の
関

係
を
詳
細
に
調
べ
尽
く
し
て
い

る
。第

Ⅱ
部
は
、
動
か
な
い
歴
史
の

上
に
姿
を
現
す
「
緩
慢
な
リ
ズ
ム

を
持
つ
歴
史
」
「
さ
ま
ざ
ま
な
人

間
集
団
の
歴
史
で
あ
り
、
再
編
成

の
歴
史
」
を
取
り
上
げ
る
。
そ
こ

で
経
済
、
国
家
、
社
会
、
文
明
・

宗
教
、
戦
争
の
諸
形
態
を
語
る
。

最
後
の
第
Ⅲ
部
で
よ
う
や
く

「
伝
統
的
な
歴
史
」
「
出
来
事
の

歴
史
」
が
登
場
す
る
。
レ
パ
ン
ト

の
海
戦
（
１
５
７
１
年
）
は
じ
め

戦
争
の
歴
史
、
外
交
の
歴
史
を
語

り
、
ブ
ロ
ー
デ
ル
は
こ
の
階
層
の

歴
史
を
「
深
層
の
歴
史
」
に
対
し

て
「
表
面
の
動
揺
で
あ
り
、
波
立

ち
で
あ
る
。
短
く
、
急
で
あ
り
、

神
経
質
な
揺
れ
を
持
つ
歴
史
で
あ

る
」
と
説
明
す
る
。

歴
史
の
目
で
見
る
か
ら
、
ブ
ロ

ー
デ
ル
の
い
う
「
自
然
環
境
」
、

筆
者
の
い
う
「
国
土
」
と
人
間
の

関
係
が
俯
瞰
的
に
見
え
る
。
例
え

ば
人
間
と
距
離
と
の
戦
い
が
「
交

通
」
で
あ
る
こ
と
は
、
現
在
の
目

線
か
ら
の
み
で
は
、
明
確
に
は
読

み
取
れ
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
如
何
に
「
国
土
」

が
人
間
に
と
っ
て
重
要
で
、
「
国

土
」
へ
の
働
き
か
け
と
「
国
土
」

か
ら
の
恵
み
の
相
互
作
用
に
よ
っ

て
人
間
の
生
活
が
保
た
れ
て
い
る

か
、
人
類
の
幸
せ
が
担
保
さ
れ
て

い
る
か
、歴
史
的
視
野（
時
間
軸
）

と
世
界
的
視
野
（
空
間
軸
）
を
併

せ
た
学
習
が
必
要
な
の
だ
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
地
理
と
歴
史

は
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
１
つ
の
科
目

で
、
日
本
の
中
学
・
高
校
に
あ
た

る
コ
レ
ー
ジ
ュ
（

〜

歳
）
と

リ
セ
（

〜

歳
）
の
７
年
間
毎

年
必
修
で
学
習
す
る
。
わ
が
国
の

高
等
学
校
に
あ
た
る
リ
セ
の
教
育

課
程
で
は
文
系
、
理
系
、
職
業
系

な
ど
の
コ
ー
ス
制
だ
が
、
ど
の
コ

ー
ス
を
選
択
し
て
も
「
地
理
・
歴

史
」
は
必
修
科
目
で
あ
る
。

（
国
土
交
通
省

国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所

総
合
技
術
政
策
研

究
セ
ン
タ
ー

森
田
康
夫
）

東康弘駅長

森と水に囲まれた自然豊かな道の駅。

地場産大豆を使い毎朝出来たてを店頭に並べる寄

せ豆腐が１番人気で、その他野菜、果物、花、地

鶏、牛肉など生産者直売商品もたくさんあります。

レストランでは、上質な黒毛和牛の「かわなべ牛

定食」（1580円）をお薦めしてます。

鹿児島県南九州市川辺町清水6910

国道225号 0993－58－3131

山下宗光支配人

霊峰白山の麓、1000ｍ級の山々に囲ま

れた大自然の中にあって、四季折々の景色が楽し

めます。栃の木の実を活用した栃餅、栃はちみつ

や直径 ㎝以上のおはぎ「いっぷくちゃん」、豆

にこだわった堅豆腐など地元の手づくりの味、手

工芸品を多数取り揃えています。

石川県白山市瀬戸寅163－1

国道157・360号 076－256－7172

石沢国博業務課長

駅全体で木をふんだんに使用した建物

は自然に溶け込み、癒しの空間をお楽しみいただ

けます。地粉100％の「手打ち十割そば」や地元特

産の「いものこ いぶりがっこ」が人気です。木

工体験のほか５月山菜まつり・ 月新そばまつり

など年間を通して様々なイベントを開催します。

秋田県横手市山内土渕字小目倉沢34

国道107号 0182－56－1600
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大谷光治駅長

北はりま「地域丸ごと博物館」の総合

案内所。地元ボランティアの見どころ紹介など心

温まるおもてなしと手作りの品、歴史文化など情

報を提供します。びっくり！のＢ級グルメ、巻き

ずし「鯖寿司 高級和牛 黒田庄牛 のお弁当・コ

ロッケ、特産の金ゴマ、キクイモなどがおすすめ。

兵庫県西脇市寺内517－1

国道175号 0794－25－2370

吉岡貞行館長

登山のメッカ谷川岳のふもと、利根川

源流の町にあり、緑あふれる大自然、四季折々の

季節を堪能できます。満点横町では朝採りした安

心・安全な野菜や観光物産、軽食コーナーでは名

物ダムカレーが好評です。利根川水系の淡水魚に

ついて学べる水族館もお見逃しなく。

群馬県利根郡みなかみ町湯原1681－1

国道291号 0278－72－1425

菊池清子駅長

永遠の日本のふるさと遠野市の西玄関

口に位置し 近くにある宮沢賢治の 銀河鉄道の夜」

で有名なめがね橋の幻想的景観が人気スポット。

今秋から運行されるＳＬがいっそうロマンをそそ

るでしょう。駅では東北一の生産量を誇るわさび

の珍しいオリジナル商品を取り揃えています。

岩手県遠野市宮守町下宮守30－37－1

国道283号 0198－67－2929

嶋田雄三駅長

歴史の古い奈良県北東の高原の町。自

然と文化遺産が豊かに残り、柿本人麻呂が当地を

訪れて詠んだ歌にちなみ「かぎろひの里」として

も広く親しまれてきました ブルーベリー 黒豆、

金ごぼう 吉野本葛 醤油 奈良漬けなどが特産で

「きみごろも」という独特の和菓子も人気です。

奈良県宇陀市大宇陀拾生714－1

国道166・370号 0745－83－0051

吉野裕一駅長

のどかな田園風景の道の駅。日本の滝

100選の「原尻の滝」は幅120ｍ、高さ ｍの迫力

で駅のすぐ側にあり、レストランのテラスで滝を

見ながら食事できます。毎春のチューリップフェ

スタでは100種 万本が咲き誇り、当駅限定カポス

ソフトなど地元産品、お土産品も好評です。

大分県豊後大野市緒方町原尻936－1

県道緒方高千穂線 0974－42－4140

松田豊作事務局長

国鉄岩内駅跡のマリンプラザに誕生

し ヨットをイメージしたガイドセンター 地元出

身木田金次郎美術館、町のシンボルであるカリヨ

ンモニュメント、噴水など水・光・音モチーフの美

しい公園があります。海洋深層水商品、 にしんが

八 （鰊加工品八セット）がオススメお土産です。

北海道岩内町万代47－４

道道岩内港線 0135－63－1155
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東
京
の
水
道

荒
廃
す
る
森
林

東
京
府
が
森
林
買
収
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昨
年
の

月
に
、
京
浜
急
行
本
線

と
空
港
線
の
京
急
蒲
田
付
近
の
約
６

㌔
㍍
が
連
続
立
体
化
さ
れ
、
正
月
の

箱
根
駅
伝
で
選
手
が
足
止
め
さ
れ
て

い
た
踏
切
な
ど
、

カ
所
も
の
踏
切

が
一
挙
に
な
く
な
っ
て
、
連
続
立
体

交
差
事
業
の
威
力
が
大
い
に
発
揮
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は

新
聞
で
も
大

き
く
報
道
さ

れ
、
渋
滞
緩
和
が
進
ん
で
沿
線
開
発

が
活
発
に
な
る
な
ど
と
い
う
地
域
の

喜
び
の
声
が
紙
面
を
飾
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
事
業
は
、
誰
が
費

用
を
負
担
し
、
誰
が
事
業
主
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
新
聞
は
、

「
京
浜
急
行
が
高
架
化
を
完
成
さ
せ

た
」
と
か
、
「
都
と
京
急
電
鉄
が
高

架
化
を
進
め
て
き
た
」
と
は
、
書
い

て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
報
道
で

事
業
の
種
別
や
事
業
の
主
体
者
が
わ

か
る
で
し
ょ
う
か
。

実
は
こ
の
事
業
は
、
「
ほ
と
ん
ど

の
費
用
を
東
京
都
と
大
田
区
が
負
担

し
て
行
わ
れ
た
都
市
計
画
事
業
」
だ

っ
た
の
で
す
。
さ
ら
に
２
０
０
０
億

円
も
の
費
用
を
要
し
た
こ
の
事
業
は
、

東
京
都
と
い
え
ど
も
簡
単
に
単
独
で

支
弁
で
き
る
わ
け
も
な
く
、
「
国
土

交
通
省
・
都
市
局
」
か
ら
の
大
き
な

補
助
金
（
近
年
で
は
交
付
金
）
で
ま

か
な
わ
れ
た
も
の
な
の
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
費
用
は
大
き
い
分
類
で
い

え
ば
道
路
事
業
費
と
し
て
区
分
さ
れ

て
い
る
も
の
な
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
事
業
は
京
浜

急
行
の
鉄
道
事
業
の
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。
よ

く
「
公
共
事
業
の
バ
ラ
マ
キ
」
と
か

「
ム
ダ
な
道
路
ば
か
り
を
つ
く
っ
て

い
る
」
と
い
う
根
拠
の
な
い
批
判
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、

こ
の
事
業
が
「
公
共
事
業
」
で
あ
り
、

広
い
意
味
で
の
「
道
路
事
業
」
で
あ

る
こ
と
を
説
明
し
た
記
事
は
見
当
た

ら
な
い
の
で
す
。

道
路
事
業
の
成
果
と
し
て
広
範
囲

の
踏
切
が
一
挙
に
撤
去
さ
れ
、
安
全

な
生
活
環
境

と
ス
ム
ー
ス

な
移
動
が
実

現
で
き
ま
し

た
。
鉄
道
上
の
事
業
で
し
た
か
ら
電

鉄
会
社
が
「
施
工
主
」
に
な
り
ま
し

た
が
、
「
事
業
主
」
は
誰
か
と
い
え

ば
「
東
京
都
（
街
路
担
当
）
」
だ
っ

た
の
で
す
。
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日
本
の
橋
梁
建
設
技
術
が
、
世
界
に
飛
躍

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
道
路
や
橋
梁
は
ほ
と

ん
ど
が
国
内
の
公
共
事
業
だ
っ
た
が
、
世
界

最
高
レ
ベ
ル
と
言
わ
れ
る
優
れ
た
技
術
を
世

界
に
示
し
、
日
本
経
済
に
も
貢
献
で
き
る
よ

う
、
海
外
進
出
を
積
極
的
に
進
め
よ
う
と
い

う
動
き
だ
。

既
に
、
ト
ル
コ
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ

ア
を
つ
な
ぐ
橋
長
１
０
９
０
㍍
の
第
二
ボ
ス

ポ
ラ
ス
大
橋
が
開
通
し
、
世
界
第
４
位
の
つ

り
橋
イ
ズ
ミ
ッ
ト
湾
横
断
橋
や
ベ
ト
ナ
ム
・

ニ
ャ
ッ
タ
ン
橋
も
工
事
中
だ
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
ス
ン
ダ
架
橋
な
ど
の
長
大
橋
の
計
画
も

あ
る
。

こ
う
し
た
動
き
の
け
ん
引
役
が
、
世
界
最

高
水
準
の
技
術
を
誇
る
鋼
橋
メ
ー
カ
ー
な
ど

で
組
織
す
る
一
般
社
団
法
人
日
本
橋
梁
建
設

協
会
と
会
員
各
社
だ
。
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
海

外
展
開
は
、
日
本
を
元
気
づ
け
る
新
成
長
戦

略
と
し
て
、
大
き
な
期
待
を
集
め
て
い
る
。

京
急
蒲
田
踏
切
高
架
化
は
道
路
事
業
だ
っ
た

阿部和美理事長

宮城県北東部の登米市津山町に位置

し、町の面積の約８割は山林に囲まれています。

杉の産地として有名で、当駅オリジナルの『杉矢

羽模様』の木工芸品販売を行うショップ「もくも

くハウス が人気 広い敷地内には木製遊具公園も

あり、ご家族みんなで楽しめる自然豊かな駅です。

宮城県登米市津山町横山字細屋26－1

国道45号 0225－69－2341

小海一則駅長

5552の敷地に飲食施設８ヶ所、地元

野菜や加工品を販売するファーマーズマーケット、

観光案内所、飲むヨーグルト・川場ビールの工場

があり、７月にはブルーベリー公園も無料開園し

ます。美しいロケーションが窑台のリゾートウエ

ディングも昨年より始めており、毎年進化します。

群馬県利根郡川場村大字萩室385

主要地方道平川横塚線 0278－52－3412

岩野眞一支配人

地元のガンダムファンが制作した７ｍ

の巨大モビルスーツが構内に飾られ大人気です。

地元の新鮮野菜を市価より２～３割お安く販売し

ております Ｂ級グルメでおなじみの 津山ホルモ

ンうどん 新名物の人形焼き「久米仙人焼」もご

賞味いただけ、お土産コーナーも充実しています。

岡山県津山市宮尾563－1

国道181号 0868－57－7234

100年余水の利用者が森の管理も

か
つ
て
「
日
本
人
は
水
と
安
全

は
タ
ダ
だ
と
思
っ
て
い
る
」
（
日

本
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
）と
言
わ
れ
た
。

人
が
生
き
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い

水
。
日
本
で
は
水
源
地
域
と
遠
く

離
れ
た
都
市
で
も
、
水
道
の
蛇
口

を
ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も
安
全
な
水

を
手
に
で
き
る
。
だ
が
、
そ
の
水

が
ど
こ
か
ら
来
た
か
を
考
え
る
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

東
南
ア
ジ
ア
は
じ
め
多
く
の
国

は
、
水
道
の
蛇
口
か
ら
出
る
水
を

飲
む
こ
と
が
で
き
ず
、
旅
行
中
は

常
に
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
が
手

放
せ
な
い
。
世
界
人
口
の
７
割
約

億
人
も
の
人
々
が
水
不
足
で
悩

ん
で
い
る
。

日
本
は
国
土
の
３
分
の
２
が
森

林
で
様
々
な
機
能
を
持
ち
、
豊
か

な
水
を
育
み
「
緑
の
ダ
ム
」
と
呼

ば
れ
る
。
河
川
工
学
の
専
門
家
、

高
橋
裕
東
京
大
学
名
誉
教
授
は
、

森
林
の
河
川
流
出
に
関
す
る
機
能

を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

▽
森
林
に
は
雨
水
を
浸
透
す
る
森

林
土
壌
が
造
ら
れ
る

▽
森
林
が
あ
る
と
樹
冠
部
（
葉
が

茂
っ
て
い
る
樹
木
の
上
部
）
で
相

当
量
の
水
が
蒸
発
散
し
、
川
へ
の

流
出
が
減
少
す
る

▽
降
水
が
森
林
土
壌
に
貯
留
さ
れ

る
効
果
で
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
流
量

は
低
減
、
河
川
流
出
を
長
期
的
に

平
均
化
し
土
砂
流
出
を
抑
制
す
る

▽
水
が
森
林
土
壌
を
通
過
す
る
段

階
で
窒
素
、
リ
ン
、
カ
リ
ウ
ム
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な

ど
を
土
壌
に
保
留
し
、
植
物
に
吸

収
さ
れ
て
浄
化
す
る

『
水
源
林
↓
水
源
涵
養
林
』
水

源
の
枯
渇
を
防
い
だ
り
、
河
川
の

流
量
変
動
を
調
節
し
た
り
し
て
、

良
質
の
水
を
常
時
供
給
で
き
る
よ

う
に
配
備
す
る
森
林
。
降
雨
の
多

く
は
地
下
水
と
し
て
吸
収
さ
れ

る
。（
日
本
語
大
辞
典
：
講
談
社
）

東
京
の
水
道
水
源
は
、
昭
和

年
代
に
利
根
川
か
ら
取
水
が
始
ま

る
ま
で
、
多
摩
川
が
江
戸
時
代
か

ら
市
民
の
飲
料
水
、
生
活
用
水
の

供
給
源
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き

た
。
人
口
増
に
よ
る
急
激
な
需
要

の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
利
根
川

水
系
へ
の
依
存
度
を
高
め
、
今
は

利
根
川
水
系
が
約
８
割
、
多

摩
川
水
系
約
２
割
と
な
っ
て

い
る
。

都
水
道
局
が
管
理
経
営
す

る
東
京
都
水
道
水
源
林
は
、

奥
多
摩
町
か
ら
山
梨
県
小
菅

村
、
丹
波
山
村
、
甲
州
市
に

至
る
東
西

・
９
㌔
㍍
南
北

・
５
㌔
㍍
に
広
が
り
、
そ

の

％
は
山
梨
県
に
あ
る
。

水
道
水
源
林
の
目
的
は
良

好
な
森
林
を
保
護
・
育
成

し
、
安
定
し
た
河
川
流
量
を

確
保
し
、
小
河
内
貯
水
池
の
保
全

を
図
る
た
め
で
あ
り
、
東
京
都
水

源
林
が
設
定
さ
れ
て
か
ら
１
１
０

年
以
上
の
歴
史
を
有
す
る
。

こ
の
地
域
は
、
江
戸
時
代
は
幕

府
直
轄
地
だ
っ
た
。
住
民
は
入
会

権
を
取
得
し
、
一
定
の
規
則
の
中

で
生
活
に
必
要
な
林
産
物
の
利
用

が
許
さ
れ
、
「
お
止
め
山
」
と
し

て
厳
重
に
保
護
さ
れ
、
良
好
な
状

態
を
維
持
し
て
い
た
。

し
か
し
、
明
治
維
新
後
こ
の
地

は
皇
室
財
産
と
し
て
御
料
林
に
編

入
さ
れ
、
住
民
が
利
用
出
来
な
く

な
っ
た
。
そ
れ
に
対
す
る
反
発
か

ら
盗
伐
、
乱
伐
、
開
墾
、
焼
き
畑

な
ど
が
繰
り
返
さ
れ
、「
は
げ
山
」

同
然
に
な
り
、
荒
廃
し
て
山
の
崩

壊
や
洪
水
が
発
生
し
た
。

事
態
を
憂
慮
し
た
日
本
最
初
の

林
学
博
士
、
本
多
静
六
東
京
帝
国

大
学
教
授
は
、
東
京
市
長
に
水
源

林
の
保
護
と
造
林
の
必
要
性
を
進

言
し
た
が
、
財
政
的
に
「
水
源
林

ま
で
手
を
掛
け
る
余
裕
は
な
い
」

と
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

奥多摩町の荒廃森林（大正７年）
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山
梨
県
萩
原
山
恩
賜
県
有
林

当
時
の
落
合
集
落（
明
治
末
）

世界へ羽ばたく日本の橋梁技術

ニャッタン橋完成予想図
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は
げ
山
を
植
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賞
賛
さ
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た
横
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の
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震
災
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事
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日
本
橋
梁
建
設
協
会
は
今
年
度
、
「
海
外

事
業
展
開
特
別
委
員
会
」
を
設
け
、
国
や
関

連
団
体
と
連
携
・
協
働
し
て
本
格
的
に
海
外

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
２
月
に
は

同
委
員
会
が
海
外
事
業
展
開
戦
略
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
。
ベ
ト
ナ
ム
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
な
ど
で
活
動
中
の
会
員
社
が
「
イ
ン
フ
ラ

工
事
は
国
際
競
争
が
激
し
く
、
受
注
し
て
も

苦
労
は
多
い
が
、
日
本
が
培
っ
た
最
高
水
準

の
技
術
を
継
承
、
維
持
す
る
意
味
は
大
き
い
」

な
ど
、
事
業
の
意
義
や
海
外
の
現
状
を
説
明

し
た
。

国
土
交
通
省
の
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

担
当
課
長
も
講
演
で
「
ア
ジ
ア
は
２
０
２
０

年
ま
で
に
約
８
兆
㌦
の
イ
ン
フ
ラ
需
要
が
見

込
ま
れ
る
。
橋
梁
分
野
で
も
世
界
一
の
つ
り

橋
、
明
石
海
峡
大
橋
の
よ
う
な
最
先
端
技
術

か
ら
環
境
、
コ
ス
ト
な
ど
、
風
土
に
応
じ
的

確
に
対
応
で
き
る
日
本
企
業
は
大
き
な
貢
献

が
可
能
だ
」
と
期
待
を
に
じ
ま
せ
た
。

■全国植樹祭、鳥取で５月開催
戦後の荒廃した国土に緑を蘇らせるために大きな
力となってきた全国植樹祭。第 回を迎える今年は
５月 日（日）、天皇皇后両陛下のご臨席のもと鳥
取県で開催される。同県では、昭和 年５月に大山
町上槇原で開催されて以来、 年ぶり２回目の開催。
大会テーマは「感じよう 森のめぐみと 緑の豊
かさ」。森の恵みや緑を守り育ててくれた先人への
感謝の気持ちと、緑の豊かさを次代に継承していく
強いメッセージが込められている。【式典会場】と
っとり花回廊（南部町）【植樹会場】とっとり花回
廊いやしの森（伯耆町）

■全国幼稚園巡回「森の教室」
次代を担う子どもたちに、森林の働きや大切さを
伝える「森の教室」が全国の幼稚園を巡回中だ。ど
んぐり君、エコロンが森のお姉さんと進める園児参
加の物語と、ドングリの種を植え育てる活動。参加
幼稚園を募っている。
３月４日鹿児島市うちの幼稚園／５日霧島市カト
レア幼稚園／６日指宿市コスモス幼稚園・こすもす
保育園で開催。ソプラノ歌手雨谷麻世さんもオリジ
ナルソング「木を植えよう」、園児たちと「どんぐ
りコロコロ」を歌った。

■「１枚の手紙」募集
あなたが大切にする経験、自然や森への思い「今、
子供たちに伝えてあげて」。公益社団法人国土緑化
推進機構は「第２回君たちに伝えておきたい日本の
原風景『１枚の手紙』」を募集。森林の大切さや関
わりを伝える「森の教室」で園児に読み聞かせる作
品。日本の昔の暮らし、自然や森をテーマに次世代
に残したい話しなど表題を含め400字詰め原稿用紙
２枚以内に。表題と住所、氏名、年齢、職業、電話
番号を原稿に添付。７月 日締切り。優秀作品には
賞状、賞金、記念品を贈る。宛先は〒102―0093東
京都千代田区平河町２－７－４砂防会館別館、国土
緑化推進機構「１枚の手紙」選定委員会。

■巡回写真展「よみがえる山々の緑―日本の森林い
まむかし―」
今は緑豊かな森林に覆われている日本の国土も少
し時代をさかのぼれば、いたるところにはげ山があ
り、大雨のたびに大きな被害をもたらした。国内の
主な山々は半世紀以前まで大規模伐採で裸地化して
いた歴史を伝え、森林や植林の重要性を理解しても
らうため、はげ山当時の写真と、現在の緑豊かな写
真を比較できる全国巡回写真展を、道の駅などで開
催中。

■東日本大震災復興支援チャリティーコンサート
公益社団法人国土緑化推進機構は、東日本大震災
被災地の復旧・復興に向け、地域の防災林などの森
林整備や居住地域周辺や学校周辺の緑化を「緑の募
金」で支援する被災地域復興事業を実施している。
３月４日、復興を支援する気持ちを、音楽の力を借
りて一人でも多くの人の心に届け、活動の輪を広げ
たいとチャリティーコンサートを開催。出演は津軽
三味線奏者上妻宏光さん、ソプラノ歌手の雨谷麻世
さん。集まった募金は、被災地の緑化や防災林等の
整備に充てる。

永須康一駅長

日本海と鳥海山、天然記念物九十九島

をぐるり360度見渡せるロケーション抜群の一日滞

在型施設です。特に４階展望温泉は美しい夕日の

日本海を一望する最高のリフレッシュ！ オスス

メは当駅オリジナルのいちじくソフトクリームで

すが、夏は天然岩ガキを求め行列ができます。

秋田県にかほ市象潟町大塩越73－1

国道7号 0184－32－5588

堀井佳和駅長

淡路島の最西端、鳴門岬の先端に位置

し、鳴門のうず潮、大鳴門橋の陸上展望地です。

レストランでは新鮮海の幸の 道の駅弁当 が一番

人気、物販コーナーにたまねぎ・わかめ等オリジ

ナル商品を多数揃えています ４月 日 農産物直

売・お子様向けイベントなど道の駅うずしお祭。

兵庫県南あわじ市福良丙947－22

県道鳴門観潮線 0799－52－1157

大谷信吾支配人

世界文化遺産の熊野本宮大社、熊野古

道、熊野川に面して景色が良く、総杉造り駅舎の

木の香に心癒されます。熊野名物「めはりずし」、

熊野牛の焼肉定食 茶粥定食 自家製手作りのス

イーツ じゃばら生キャラメル、梅他全６種類

揚げ饅頭「平家すごろく菓子」などが好評です。

和歌山県田辺市本宮町伏拝904－4

国道168号 0735－43－0911

本
多
は
や
む
な
く
東
京
府
知
事

千
家
尊
福
に
「
水
源
地
の
荒
廃
を

放
置
す
れ
ば
将
来
大
き
な
災
害
を

引
き
起
こ
す
」
と
直
訴
し
た
。
明

治

年
、
東
京
府
森
林
調
査
嘱
託

の
辞
令
を
受
け
る
と
、
民
有
林
を

保
安
林
に
編
入
し
、
丹
波
山
村
、

小
菅
村
の
御
料
林
を
水
源
涵
養
林

と
し
て
買
収
す
る
計
画
を
立
案
。

自
ら
知
事
代
理
と
し
て
交
渉
に
当

た
り
、
買
収
を
成
し
遂
げ
た
。

相模川上流の宮ケ瀬湖

御
料
林
が
東
京
府
に
譲
渡
さ
れ

る
と
、
本
多
は
明
治

年
、
東
京

府
水
源
林
経
営
監
督
の
辞
令
を
受

け
、
一
切
の
経
営
監
督
と
指
導
に

当
た
っ
た
。
当
時
２
万
２
０
０
０

㌶
の
水
源
林
の
う
ち
約
５
０
０
０

㌶
が
「
は
げ
山
」
だ
っ
た
。
水
源

林
の
造
林
、
管
理
育
成
を
進
め
、

本
多
が
植
林
を
始
め
て
か
ら
昭
和

年
ま
で
の

年
間
で
、
２
５
０

０
万
本
の
苗
木
が
植
栽
さ
れ
「
は

げ
山
」
は
殆
ど
な
く
な
っ
た
。

現
在
は
東
京
都
水
道
局
が
、「
水

道
水
源
林
」
と
し
て
管
理
し
て
い

る
。
小
河
内
ダ
ム
の
堆
砂
率
は
全

国
的
に
も
低
い
と
い
う
。
こ
れ
ま

で
の
森
林
の
管
理
方
針
が
適
切
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

日
本
の
開
国
と
同
時
に
港
を
開

い
た
横
浜
。
日
本
有
数
の
港
湾
と

し
て
近
代
化
を
担
い
、
そ
の
水
は

世
界
の
船
乗
り
が
「
赤
道
を
越
え

て
も
腐
ら
な
い
」
と
賞
賛
し
た
。

横
浜
市
の
水
源
は
、
日
本
初
の

近
代
水
道
が
横
浜
に
誕
生
し
た
明

治

年
当
初
は
、
相
模
川
か
ら
取

水
し
て
い
た
が
、
明
治

年
に
取

水
を
相
模
川
支
流
の
道
志
川
に
変

更
し
た
。
そ
れ
以
後
現
在
ま
で
、

横
浜
市
の
水
道
は
道
志
川
か
ら
取

水
。
世
界
に
称
賛
さ
れ
た
の
は
道

志
川
の
水
で
あ
る
。

丹
沢
山
塊
を
越
え
た
山
梨
県
南

都
留
郡
道
志
村
に
、
横
浜
市
水
道

局
が
経
営
す
る
広
大
な
水
源
涵
養

林
が
あ
る
。
道
志
村
は
降
雨
量
が

多
く
、
豊
か
な
森
林
に
育
ま
れ
た

水
質
は
極
め
て
良
好
で
、
優
れ
た

水
源
地
で
あ
る
。

道
志
水
源
涵
養
林
の
歴
史
は
、

横
浜
市
が
大
正
５
年
「
横
浜
水
道

の
源
泉
を
守
る
１
０
０
年
の
体
系

を
樹
立
す
べ
く
」
、
山
梨
県
か
ら

山
林
約
２
８
０
０
㌶
を
取
得
し
て

始
ま
る
。
そ
れ
か
ら
１
０
０
年
近

く
、
道
志
村
の
協
力
を
得
て
森
林

の
保
護
・
育
成
に
努
め
て
き
た
。

大
正

年
の
関
東
大
震
災
と
そ

の
直
後
の
豪
雨
で
、
大
規
模
な
山

地
崩
壊
が
発
生
し
た
た
め
道
志
川

が
濁
り
、
水
道
水
の
汚
濁
が
続
い

て
、
横
浜
市
は
国
や
山
梨
県
の
援

助
の
も
と
、
荒
廃
復
旧
工
事
に
当

た
っ
た
。
こ
の
う
ち
東
京
営
林
局

に
よ
る
直
轄
治
山
事
業
は
昭
和

年
ま
で
続
い
た
。

水
源
涵
養
林
の
育
成
は
、
限
り

あ
る
水
資
源
を
最
大
限
か
つ
効
率

的
に
活
用
す
る
上
で
、
最
も
自
然

の
摂
理
に
か
な
っ
た
方
法
と
言
え

る
。
道
志
水
源
涵
養
林
は
、
賞
賛

さ
れ
た
良
質
の
道
志
川
の
水
を
、

横
浜
市
民
に
安
定
し
て
送
り
続
け

る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

平
成

年
、
横
浜
市
と
道
志
村

は
「
横
浜
市
と
道
志
村
の
友
好
・

交
流
に
関
す
る
協
定
書
」
と
「
横

浜
市
民
ふ
る
さ
と
村
に
関
す
る
覚

書
」
を
締
結
し
た
。

相
互
の
理
解
と
友
情
を
深
め
、

地
域
活
性
化
に
努
め
、
お
互
い
の

一
層
の
繁
栄
と
幸
福
に
寄
与
し
、

末
永
く
友
好
交
流
を
続
け
る
の
が

協
定
や
覚
書
の
目
的
だ
。

協
定
に
基
づ
き
、
小
学
校
宿
泊

体
験
学
習
、
中
学
校
自
然
教
室
な

ど
に
つ
い
て
、
道
志
村
と
協
力
し

な
が
ら
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
、
市
民
に
よ
る
水
源
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
、
人
手
不
足
な
ど
で

手
入
れ
の
行
き
届
か
な
い
道
志
村

の
民
有
林
を
整
備
す
る
な
ど
、
交

流
が
続
い
て
い
る
。

東
京
都
水
源
林
も
横
浜
市
水
源

林
も
「
河
川
の
水
源
と
し
て
、
合

目
的
に
管
理
さ
れ
て
い
る
森
林
」

だ
。
水
を
利
用
す
る
側
が
、
そ
の

源
で
あ
る
森
林
の
重
要
性
を
深
く

理
解
し
、
自
ら
が
森
林
を
取
得
し

１
０
０
年
以
上
に
渡
っ
て
、
管
理

経
営
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進

機
構
常
務
理
事

青
木
正
篤
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ハイジの村で知られるマイエンフェルトの田園風景
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あ
の
忌
ま
わ
し
い
東
日
本
大
震

災
か
ら
早
２
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
産
学
官
挙
げ
て
の
懸
命
の
尽

力
を
持
っ
て
し
て
も
残
念
な
が
ら

復
旧
・
復
興
途
半
ば
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
今
回
の
震
災
の
甚

大
さ
・
複
雑
さ
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。復

興
予
算
は

兆
円
か
ら

兆
円
に
増
加
さ

れ
ま
し
た
が
、
人
手
不
足
、
資
機

材
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で

数
年
に
わ
た
る
公
共

事
業
削
減
の
た
め
、
将
来
見
通
し

の
立
た
な
い
中
で
や
む
を
得
ず
人

手
と
資
機
材
を
切
り
詰
め
耐
え
し

の
ん
で
こ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
必

然
と
も
言
う
べ
き
結
果
で
す
。

国
土
強
銊
化
の
し
っ
か
り
と
し

た
見
通
し
を
示
し
、
中
央
と
災
害

現
地
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
、

或
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
を
解
消
し
つ
つ
、
非
常
時
対
応

措
置
等
国
力
を
上
げ
て
復
旧
・
復

興
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
肝
要
で

す
。
幸
い
に
復
興
庁
、
東
京
電
力

に
お
い
て
現
地
組
織
の
充
実
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
即
断
即
決
に
よ
る

復
旧
・
復
興
の
迅
速
化
、
更
な
る

促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

長
年
国
道
６
号
の
維
持
管
理
活

動
を
続
け
て
き
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ

ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
ネ
ッ
ト
の
「

年

後
の
故
郷
に
贈
る
『
ふ
く
し
ま
浜

街
道
・
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
」
の

よ
う
な
自
主
的
・
自
発
的
な
取
り

組
み
に
対
す
る
し
か
る
べ
き
支
援

も
大
切
で
す
。

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
き

ま
す
。
日
頃
か
ら
の
備
え
、
「
櫛

の
歯
作
戦
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
い
ざ
と
い
う
時
の
安
全
・
安
心

確
保
の
た
め
、
現
地
の
諸
事
情
を

熟
知
し
て
い
る
地
方
整
備
局
等
の

行
政
建
設
機
関
と
、
地
域
建
設
企

業
の
し
か
る
べ
き
存
続
が
不
可
欠

な
の
で
す
。

今
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
復
旧

・
復
興
を
成
し
遂
げ
、
経
済
再
生

か
ら
持
続
的
・
本
格
的
な
日

本
再
生
へ
の
軌
道
に
乗
せ
る

こ
と
で
す

防
災
・
減
災

本

格
的
な
維
持
更
新
、
新
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
グ
ロ
ー
バ
ル

競
争
等
の
イ
ン
フ
ラ
需
要
に
は
、

更
な
る
規
制
緩
和
に
よ
る
民
間
の

知
恵
と
力
と
資
金
の
活
用
、
財
政

の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
機
動
的
・

弾
力
的
な
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。

復
興

経
済
再
生
か
ら
日
本
再
生
へ
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海
に
四
方
を
囲
ま
れ
た
日
本
人
は
、
海
の
豊
か
さ
、

住
み
や
す
さ
、
海
外
と
の
繋
が
り
を
求
め
て
、
こ
れ
ま

で
海
際
に
住
ん
で
き
た
。
海
際
は
、
海
と
人
間
社
会
の

接
す
る
空
間
。
わ
が
国
の
海
際
は
、
人
口
の
５
割
、
工

業
出
荷
額
４
割
を
は
じ
き
出
す
。

「
際
」
は
、
異
種
の
も
の
が
接
す
る
空
間
。
こ
の
た

め
、
接
す
る
相
互
の
関
係
で
そ
の
空
間
は
異
な
る
。
対

立
す
れ
ば
、
係
争
の
場
と
な
る
か
閉
鎖
さ
れ
た
場
に
な

る
。
互
い
に
相
手
を
尊
重
し
、
認
め
、
受
け
入
れ
連
繋

す
れ
ば
、
相
互
が
持
つ
異
種
な
も
の
が
混
じ
り
合
い
、

新
た
な
文
化
や
モ
ノ
が
創
出
さ
れ
る
。

今
回
の
震
災
で
多
く
の
犠
牲
を
出
し
た
東
日
本
太
平

洋
沿
岸
部
の
「
海
際
」
。
人
々
は
、
風
光
明
媚
で
豊
か

な
漁
場
を
持
つ
海
、
生
産
供
給
基
地
の
拠
点
と
し
て
世

界
と
繋
が
る
海
を
求
め
て
、
海
際
に
活
動
の
場
を
形
成

し
て
き
た
。
今
回
、
求
め
て
き
た
海
が
人
間
社
会
に
牙

を
向
け
た
。
「
禍
は
進
化
す
る
」
。
寺
田
寅
彦
の
言
葉

で
あ
る
。
自
然
の
脅
威
に
無
頓
着
に
な
っ
た
人
間
に
対

す
る
警
告
で
あ
ろ
う
。

今
後
人
間
社
会
は
、
海
際
で
如
何
に
海
と
付
き
合
っ

て
い
く
べ
き
か
。
こ
れ
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

海
と
対
立
し
て
、
襲
い
来
る
津
波
に
対
し
て
高
い
堤
防

や
防
波
堤
を
作
っ
て
海
際
を
守
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

今
回
は
そ
の
対
立
に
負
け
、
つ
ま
り
外
力
が
想
定
を
超

え
、
堤
防
や
防
波
堤
は
壊
れ
大
量
の
海
流
が
港
や
市
街

地
に
流
れ
込
み
壊
滅
的
な
被
害
が
発
生
し
た
。人
々
も
、

津
波
の
怖
さ
を
軽
ん
じ
避
難
し
な
か
っ
た
り
避
難
が
遅

く
な
っ
た
り
し
、
多
く
の
犠
牲
者
が
で
た
。

人
間
が
自
然
界
の
一
員
で
あ
る
限
り
、
海
も
持
つ
美

し
さ
や
豊
か
さ
と
も
に
そ
の
脅
威
も
受
容
し
、
程
よ
く

付
き
合
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
特
に
船
が
往
来
す

る
港
で
は
、
入
口
が
完
全
に
防
波
堤
で
閉
鎖
で
き
な
い

た
め
、
津
波
の
来
襲
を
許
容
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の

た
め
、
港
内
に
は
津
波
が
収
ま
っ
た
後
す
ぐ
に
利
用
で

き
る
壊
れ
な
い
施
設
を
整
備
し
た
り
、
そ
こ
で
働
い
た

り
訪
れ
た
人
々
が
す
ぐ
に
避
難
で
き
る
施
設
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
。
「
利
用
と
防
災
の
両
立
」
で
あ
る
。

自
然
と
連
繋
す
る
こ
と
を
設
計
思
想
と
す
る
親
水
性

構
造
物
は
、
人
間
の
持
つ
感
性
で
あ
る
審
美
感
や
危
機

感
を
通
し
て
「
海
際
」
で
の
海
の
美
し
さ
に
親
し
み
、

そ
の
怖
さ
を
知
る
た
め
、
護
岸
の
高
さ
を
あ
え
て
低
く

す
る
。
護
岸
を
波
が
越
え
て
も
壊
れ
な
い
よ
う
に
背
後

の
施
設
も
設
計
す
る
。
瀬
戸
内
海
に
沈
む
夕
陽
が
美
し

い
香
川
県
高
松
サ
ン
ポ
ー
ト
の
親
水
性
防
波
堤
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
一
人
の
犠
牲
者
も
い
な
い
。

一
般
財
団
法
人
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

八
尋
明
彦

イ
ス
に
学
ぶ
国
防

国
防
と
は
何
か
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

で
経
済
面
ば
か
り
論
議
さ
れ
る

が
、
国
防
の
基
本
は
軍
備
と
食
料

・
医
薬
品
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
備
蓄

だ
。
ス
イ
ス
と
い
え
ば
日
本
人
は

永
世
中
立
国
と
ア
ル
プ
ス
観
光
を

思
い
浮
か
べ
る
。
永
世
中
立
国
と

は
、
ス
イ
ス
は
な
ぜ
永
世
中
立
国

か
、
観
光
立
国
が
な
ぜ
成
り
立
つ

か
、
ス
イ
ス
に
学
ん
で
み
た
い
。

ス
イ
ス
の
国
土
面
積
は
九
州
程

度
の
４
０
０
万
㌶
、
農
耕
地
は
１

０
０
万
㌶
、
放
牧
地
は
山
岳
森
林

地
帯
に
１
０
０
万
㌶
で
残
り
は
森

林
だ
。
人
口
は
７
５
０
万
人
、
食

料
自
給
率
は
約

％
。
国
民
皆
兵

が
国
是
で
徴
兵
制
度
が
あ
る
。
国

軍
は
約
４
０
０
０
人
の
職
業
軍
人

と
約

万
人
の
予
備
役
で
構
成
、

〜

歳
の
男
性
に
兵
役
義
務
が

あ
り
女
性
は
任
意
だ
。
男
性
の
大

多
数
は
予
備
役
軍
人
で
、
各
家
庭

に
自
動
小
銃
（
予
備
役
将
校
は
自

動
拳
銃
も
）
が
貸
与
さ
れ
、
定
年

ま
で
各
自
が
保
管
す
る
。

ス
イ
ス
は
１
６
４
８
年
、
神
聖

ロ
ー
マ
帝
国
か
ら
独
立
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
以
降
の
欧
州
体
制
を
決
め
た

１
８
１
５
年
の
ウ
イ
ー
ン
会
議
で

「
永
世
中
立
国
」
と
し
て
認
め
ら

れ
た
。
ス
イ
ス
は
国
土
の
状
況
か

ら
食
料
が
自
給
出
来
ず
、
金
を
稼

が
な
け
れ
ば
食
べ
て
行
け
な
い
。

ス
イ
ス
の
銀
行
や
保
険
が
世
界
的

に
有
名
な
理
由
だ
。
銀
行
や
保
険

以
前
に
稼
ぐ
方
法
は
傭
兵
稼
業
。

傭
兵
に
な
ら
な
け
れ
ば
食
え
な
い

国
民
だ
っ
た
。
傭
兵
は
強
く
な
け

れ
ば
ど
の
国
も
雇
わ
な
い
。
山
岳

民
族
の
ス
イ
ス
の
傭
兵
の
強
さ
は

歴
史
的
に
有
名
。
ロ
ー
マ
時
代
は

ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
領
内
侵
入
を
食

い
止
め
る
た
め
雇
わ
れ
た
。
ち
な

み
に
ロ
ー
マ
に
あ
る
バ
チ
カ
ン
市

国
の
衛
兵
は
ス
イ
ス
人
で
、
バ
チ

カ
ン
が
雇
っ
た
傭
兵
で
あ
る
。

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
を
窑
台
に
し

た
１
６
１
８
年
か
ら
の

年
戦
争

当
時
、
ま
だ
国
で
な
く
市
単
位
の

ス
イ
ス
盟
約
者
会
議
は
、
外
国
軍

隊
の
領
内
通
過
を
禁
止
し
た
。
ド

イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
の

強
国
に
挟
ま
れ
、
常
に
国
内
を
他

国
軍
が
通
過
し
市
民
の
安
全
を
脅

か
し
た
か
ら
。
安
全
確
保
の
た
め

１
６
４
７
年
、
ス
イ
ス
国
境
警
備

隊
が
創
設
さ
れ
ス
イ
ス
式
武
装
中

立
が
ス
タ
ー
ト
、
国

民
皆
兵
の
歴
史
は
こ

の
時
に
創
ら
れ
た
。

武
装
中
立
後
も
ス

イ
ス
の
産
業
と
し
て

傭
兵
稼
業
は
続
き
、

フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ

世
は
傭
兵
を
シ
ス
テ

ム
化
。
以
降
、
他
国

の
戦
争
で
中
立
国
の

ス
イ
ス
人
が
各
国
軍

隊
に
加
わ
り
殺
し
合

う
こ
と
も
。
典
型
例

が
１
７
０
１
年
か
ら

の
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦

争
。
ス
イ
ス
人
傭
兵
の
構
成
は
フ

ラ
ン
ス
軍
２
万
３
０
０
０
人
、
オ

ラ
ン
ダ
軍
１
万
３
０
０
０
人
、
サ

ヴ
オ
イ
軍
５
０
０
０
人
、
ス
ペ
イ

ン
軍
３
０
０
０
人
、
ド
イ
ツ
ラ
イ

ン
都
市
連
合
軍
２
０
０
０
人
。
ス

イ
ス
人
は
血
を
売
っ
て
食
物
を
買

う
と
言
わ
れ
た
。
永
世
中
立
の
背

景
に
あ
る
血
の
歴
史
が
、
ス
イ
ス

が
国
民
皆
兵
で
武
装
中
立
で
あ
る

意
味
を
物
語
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
で
ス
イ
ス
は

ス
ェ
ー
デ
ン
と
と
も
に
中
立
を
守

っ
た
が
、
ド
イ
ツ
軍
の
封
鎖
で
食

料
輸
入
が
止
ま
り
食
料
難
に
陥
っ

た
。経

験
か
ら
ス
イ
ス
は
憲
法
で
食

料
備
蓄
を
義
務
付
け
た
。
歴
史
と

地
政
学
か
ら
国
民
が
飢
え
な
い
戦

略
を
策
定
し
た
の
だ
。
当
初
の
国

防
上
の
理
由
か
ら
、
現
在
は
経
済

政
策
の
領
域
ま
で
政
策
対
象
を
拡

大
。
食
料
の
供
給
危
機
を
も
た
ら

す
要
因
が
軍
事
的
脅
威
か
ら
自
然

災
害
、
事
故
、
伝
染
病
、
テ
ロ
リ

ズ
ム
、
資
源
供
給
国
の
紛
争
、
気

候
変
動
、
資
源
枯
渇
な
ど
へ
移
り

つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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公園内にあり、奥秩父の山並みに囲まれた荒川源

流域の道の駅です。一番の自慢は、関東屈指の強

塩化物泉の天然温泉日帰り入浴施設「遊湯館」で

す。地産そば粉の純手打ちそばが人気の食事処、

特産物販売センター、歴史民俗資料館があります。

埼玉県秩父市大滝4277－2

国道140号 0495－55－0126

小林勉支配人

眼下に広がる日本海の大海原にイルカ

の群れが出没し 来駅者に大変喜ばれている 海辺

の交流窑台 です 名物は、 年前の開業以来大好

評の「海鮮たこやき」。大玉でタコ・海老・ホタ

テの食感に海を感じていただけます。いちじく「蓬

莱柿」の産地で、姿煮など加工品が沢山あります。

島根県出雲市多伎町多岐135－1

国道9号 0853－86－9080

星清孝駅長

尾瀬への玄関口に位置し、地元の「田

島祇園祭」は日本三大祇園祭に数えられます。当

駅周辺にトレッキング等が楽しめる湿原や山々、

スキー場も数多くあり、一年を通して四季折々の

自然と親しめます。寒暖の差が育んだ特産品「南

郷とまと アスパラガス は人気が高くおすすめ

福島県南会津町糸沢男鹿沼原3242－6

国道121号 0241－66－3333

13 第 37 号年（平成 年）４月13 第 37 号年（平成 年）４月

略

∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫

食
糧
備
蓄
で
飢
え
な
い
戦

特
徴
的
な
飢
え
な
い
戦
略
は
、

非
常
時
は
ス
イ
ス
国
民
の
食
品
消

費
量
を
配
給
に
よ
っ
て
２
３
０
０

㌔
㌍
（
通
常
時
３
３
０
０
㌔
㌍
）

に
削
減
し
６
カ
月
間
確
保
す
る
政

策
。
４
カ
月
の
義
務
的
責
任
在
庫

と
い
う
基
礎
制
度
が
あ
り
、
国
と

民
間
企
業
の
契
約
で
担
保
さ
れ

る
。
責
任
在
庫
機
構
は
民
間
の
自

主
的
組
織
で
、
費
用
は
販
売
価
格

に
上
乗
せ
し
国
民
が
負
担
す
る
。

国
民
の
負
担
額
は
１
人
当
た
り

１
５
８
０
円
程
度
。
内
訳
は
食
料

５
３
９
円
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０

６
円
、
医
薬
品

円
な
ど
だ
そ
う

だ
。
日
本
の
備
蓄
は
米
１
・
４
カ

月
分
、
小
麦
２
・
３
カ
月
分
、
飼

料
穀
物
と
大
豆
各
１
カ
月
分
。
概

算
在
庫
費
用
は
１
５
８
億
円
。
１

億
２
０
０
０
万
人
の
平
均
負
担
額

は
食
料
で
１
３
１
円
程
度
。
石
油

は
６
カ
月
分
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
１
・
８
カ

月
分
で
負
担
額
は
不
明
。
医
薬
品

は
タ
ミ
フ
ル
２
１
０
０
万
人
分
、

リ
レ
ン
ザ

万
人
分
が
目
標
。

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
非
常
時

の
作
付
け
が
飼
料
穀
物
か
ら
熱
効

率
の
良
い
耕
種
作
物
中
心
に
生
産

物
を
転
換
で
き
る
よ
う
法
律
で
定

め
た
こ
と
。
生
産
統
制
で
あ
り
、

ぜ
い
た
く
品
の
生
産
や
加
工
を
停

止
し
、
生
命
の
た
め
に
特
に
重
要

な
物
資
の
生
産
に
原
料
を
使
用
す

る
よ
う
指
示
で
き
る
。

平
成
５
年
の
大
冷
害
の
際
、
国

産
米
が
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
時
、

同
じ
苦
労
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う

田
ん
ぼ
で
米
を
備
蓄
し
た
対
策
と

同
じ
発
想
だ
。
通
常
は
田
ん
ぼ
で

鶏
の
飼
料
と
し
て
米
を
生
産
し
、

非
常
時
に
人
間
が
食
べ
る
米
に
す

る
考
え
方
。
現
在
の
飼
料
米
の
走

り
と
な
っ
た
。
食
料
は
製
品
の
備

蓄
だ
け
で
な
く
、
農
地
で
の
備
蓄

が
可
能
な
の
で
あ
る
。

ス
イ
ス
は
１
９
８
０
年
代
か
ら

農
家
へ
の
直
接
支
払
い
政
策
を
取

る
。
国
民
の
命
を
守
る
農
地
保
全

の
た
め
農
家
に
支
払
う
。
そ
こ
が

直
接
支
払
い
政
策
の
根
本
だ
。
そ

の
政
策
の
結
果
、
山
岳
地
帯
保
持

の
た
め
の
放
牧
が
ア
ル
プ
ス
の
景

観
を
保
全
し
、
観
光
収
入
に
繋
が

る
。
日
本
は
生
命
を
守
る
農
地
が

次
々
放
棄
さ
れ
、
国
民
の
命
が
担

保
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者

と
共
に
考
え
よ
う
と
毎
号
、
「
人
と
道
」
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意

見
は
本
紙
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
行

政
や「
道
の
駅
」関
係
の
諸
団
体
に
も
提
供
し
、

「
道
の
駅
」
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と

し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
働
き
か
け
ま

す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の
み

を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外

部
に
開
示
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
遠
慮
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
回
答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選

で

人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊇
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪∧ ⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂ ∩

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

⊃

≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪
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ご回答方法
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第 号道の駅の『情報発信に関するアンケート』回答用紙

Ｑ１：① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨
⑩ その他（ ）

Ｑ２：１）ａ．駅名
ｂ．理由（ ）

２）ａ．駅名
ｂ．理由 ）

３）ａ．駅名
ｂ．理由（ ）

Ｑ３：１）ａ．駅名
ｂ．理由（ ）

２）ａ．駅名
ｂ．理由（ ）

３）ａ．駅名
ｂ．理由（ ）

Ｑ４：① ② ③

Ｑ５（ ）

Ｑ６：ａ） 県 ｂ）（駅名）

お名前：
郵便番号：〒
ご住所：
お電話番号：（ ）－（ ）－（ ）
性別：男性・女性 ： 歳 ご職業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

道の駅の「情報発信」についてのアンケート
Ｑ１ 道の駅は、情報発信に努めることが基本条件の一つになって
いますが、あなたはどのような情報をよく利用していますか？
（いくつでも）
①郷土料理などオススメの食べ物や飲み物
②特産品、名物などオススメの買い物
③その他オススメの施設や参加できる活動、催しなど
④周辺のイベント、観光情報
⑤地域の伝統、生活習慣など特色
⑥目的地への道案内
⑦事故、渋滞など道路交通情報
⑧けが、病気になったときの医療情報
⑨災害時の避難や案内情報
⑩その他（ ）

Ｑ２ あなたが今まで利用した道の駅で、情報発信が的確で熱心に
行っていると感じた道の駅がありましたら駅名と、その理由を教
えてください。
①ａ．駅名（ ） ｂ．理由（ ）
②ａ．駅名（ ） ｂ．理由（ ）
③ａ．駅名（ ） ｂ．理由（ ）

Ｑ３ あなたが今まで利用した道の駅で、情報発信に関し改善した
方がいいと思う道の駅がありましたら駅名とその理由を教えてく
ださい。
①ａ．駅名（ ） ｂ．理由（ ）
②ａ．駅名（ ） ｂ．理由（ ）
③ａ．駅名（ ） ｂ．理由（ ）

Ｑ４ あなたは道の駅で情報端末やインターネットを利用したこと
がありますか？
①よく利用している ②たまに利用したことがある ③利用し
たことはない

Ｑ５ 道の駅の情報発信について良い点、悪い点、発信して欲しい
情報等、なんでも結構ですので、お感じなったことをお書きくだ
さい。
（ ）

Ｑ６ この新聞はどこの道の駅で手に入れられましたか。

水
谷
川
さ
ん
は
よ
く
「
縁
」

を
口
に
す
る
。
祖
父
で
指
揮
者

の
近
衛
秀
麿
の
勧
め
で
チ
ェ
ロ

を
始
め
た
の
も
「
縁
」
と
思
う
。

だ
が
、
ド
イ
ツ
語
で
も
英
語
で
も

「
縁
」
に
ぴ
っ
た
り
の
言
葉
が
無

く
、
留
学
先
な
ど
外
国
で
説
明
す

る
た
び
常
に
も
ど
か
し
か
っ
た
。

初
め
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
音
楽

祭
に
招
か
れ
た
時
、
「
縁
」
に
つ

い
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
、
こ

の
国
に
は
似
た
言
葉
が
あ
る
と
い

う
。
し
か
も
発
音
は
「
Ｅ
ｎ
ｎ
ｅ

（
エ
ン
ネ
）
」
だ
と
か
！

以
来
、
能
シ
テ
方
の
松
井
涁

氏
、
鼓
の
大
倉
正
之
助
氏
と
の

公
演
（

年
）
や
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
ア
ー
ト
で
の
即
興
演
奏

（

年
）
な
ど
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

で
の
演
奏
が
増
え
同
国
と
の

「
縁
」
は
深
ま
る
。
現
在
も
ド

イ
ツ
と
日
本
を
往
復
す
る
生
活

が
続
く
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は

第
２
の
故
郷
と
も
言
え
る
。
後

援
会
と
も
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
と
も

言
う
べ
き
サ
ポ
ー
タ
ー
や
チ
ェ

ロ
愛
好
家
の
会
を
「
Ｅ
ｎ
ｎ
ｅ

倶
楽
部
」
と
名
付
け
、
会
報
も

「
縁え

ん

音ね

」
と
名
付
け
た
。

高
校
時
代
か
ら
「
両
親
の
よ

う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
勉
強
し
た

い
。
一
日
も
早
く
留
学
を
」
と

夢
見
て
い
た
。
師
匠
は
「
ま
だ

全
部
教
え
て
い
な
い
。
自
立
し

て
生
活
出
来
な
い
か
ら
ダ
メ
」。

や
っ
と
許
し
を
得
た
時
は
本
当

に
う
れ
し
く
骨
を
埋
め
る
覚
悟

で
渡
欧
し
た
。

チ
ェ
ロ
と
い
う
楽
器
の
特
性

で
色
々
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
か
ら
声
が
か
か

り
、
学
生
時
代
か
ら
欧
州
に
根

を
下
ろ
し
た
生
活
が
続
い
た
。

だ
が
、
日
本
に
帰
国
す
る
た
び

「
お
客
さ
ま
」
の
よ
う
な
自
分

に
気
づ
き「
こ
れ
で
良
い
の
か
」

と
疑
問
に
。

日
本
で
の
演
奏
開
始
か
ら
約

年
。
ソ
ロ
活
動
の
傍
ら
、
福

祉
施
設
な
ど
へ
の
訪
問
コ
ン
サ

ー
ト
は
生
涯
続
け
た
い
。
東
北

復
興
に
も
関
わ
り
、
５
月
に
宮

城
県
南
三
陸
町
で
演
奏
す
る
。

「
今
ま
で
チ
ェ
ロ
を
続
け
る

こ
と
が
出
来
た
の
も
『
縁
』
で

導
か
れ
た
様
々
な
人
と
の
出
会

い
が
あ
る
か
ら
。
例
え
る
な
ら

蜘
蛛
の
糸
に
絡
み
取
ら
れ
る
よ

う
に
道
に
出
合
い
、
そ
の
道
を

辿
っ
て
進
ん
で
き
た
」
と
水
谷

川
さ
ん
。
ソ
ロ
Ｃ
Ｄ
も
２
枚
リ

リ
ー
ス
。
縁
を
大
切
に
、
次
の

年
に
向
け
歩
み
始
め
た
。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊇
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∧ ⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂ ∩

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

⊃

東
京
都
生
ま
れ
。
６
歳
で
チ
ェ
ロ
を
始
め
る
。
祖
父
は
日
本
の
交
響
楽
団
の
祖
、

指
揮
者
の
近
衛
秀
麿
氏
。
桐
朋
学
園
女
子
高
音
楽
科
、
同
大
学
デ
ィ
プ
ロ
マ
コ
ー
ス

を
経
て
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
テ
ウ
ム
音
楽
院
首
席
卒
業
。
ロ
ー
マ
の
サ

ン
タ
・
チ
ェ
チ
ー
リ
ア
国
立
ア
カ
デ
ミ
ー
で
研
鑽
し
な
が
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
演
奏
活

動
。
第
６
回
東
京
国
際
室
内
楽
コ
ン
ク
ー
ル
、
イ
タ
リ
ア
・
カ
ラ
ブ
リ
ア
芸
術
祭
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
、
ピ
ネ
ロ
ー
ロ
国

際
室
内
楽
コ
ン
ク
ー
ル
２
位
ほ
か
多
数
受
賞
。
２
０
０
３
年
か
ら
本
格
的
に
日
本
で
ソ
ロ
公
演
開
始
。
ジ
ャ
ン
ル
の
違
う

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
協
演
に
も
積
極
的
。
第

回
日
本
賞
受
賞
式
で
能
管
の
一
噌
幸
弘
氏
と
皇
太
子
御
夫
妻
ご
列
席
の
元

で
記
念
演
奏
。
少
年
院
、
ホ
ス
ピ
ス
、
障
害
者
福
祉
施
設
な
ど
の
訪
問
コ
ン
サ
ー
ト
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。

チ
ェ
ロ
奏
者

水み

谷や

川が
わ

優ゆ
う

子こ

さ
ん
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縁

に
導
か
れ
欧
州
へ

大畑正志駅長

四季折々の自然が美しい名勝「長門峡」

の山口市側入り口にあり、ＳＬ山口号（運行時期）

を見ることができます。売店では、人気の高いあ

とう和牛のお肉、特産のリンゴ・ナシを使った商

品を中心に阿東地域の商品を販売しています。レ

ストランでも、あとう和牛の料理が味わえます。

山口県山口市阿東生雲東分47－1

国道9号 083－955－0777

真庭幸雄駅長

みなかみ町の大自然が育んだ新鮮野菜

の直売のほか、地元産大豆や小麦を使い納豆、パ

ン、おやき、まんじゅうなどを製造販売しており、

手打ちうどんやそば（そばは土日祭日限定）が人

気。大型遊具やバーベキュー棟、国指定の縄文遺

跡があり、ゆっくりくつろげる温泉郷の公園です。

群馬県利根郡みなかみ町月夜野2936

主要地方道沼田水上線 0278－20－2123

川端清司駅長

世界遺産熊野古道の馬越峠登り口にあ

り 清流銚子川へのアクセスにも便利なので 海・

山・川の情報をきめ細かく発信しています。旅の

疲れを休める広々とした休憩場所があり、食堂で

は新鮮な地元食材を使った料理が元気を回復して

くれます。地場の野菜や海産物も好評販売中です。

三重県紀北町海山区相賀1439－1

国道42号 0597－32－1661
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谷津安男店長

山紫水明の言葉がぴったりの県立自然

公園御前山と清流那珂川を望むすばらしい景勝地

にあります。地元の新鮮な農産物やこれを活かす

加工品 工芸品などの産地直売をはじめ 郷土料理

の常陸秋そば提供など地域活性化の拠点、アウト

ドアライフの基点として設置され 年になります

茨城県城里町御前山37

国道123号 029－289－2334

平田範男駅長

ブッポウソウの鳳来寺山、長篠城など

歴史文化遺産の豊富な地域で、天竜奥三河国定公

園の玄関口にあります。小さい道の駅の良さを生

かし満 歳になりました。郷土料理の煮味噌をう

どんにかけた 三石うどん が好評です。季節限定

の土日のみですので、この時期においでください。

愛知県新城市下吉田田中106－1

国道257号 0536－34－0139

清水正作駅長

渡来文化の足跡が多く、源義経の元服

地が大切に受け継がれている地域です。直売所で

は、野菜ソムリエ（ジュニア）の取得など全スタ

ッフが農産物の知識を蓄え、旬の魅力をお客様に

提案しています。お土産は竜王産果物使用のプリ

ンなどが好評。連休にはイベントを実施します。

滋賀県竜王町鏡1231－2

国道8号 0748－58－8700
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外

奈
良

正

万
葉
人
の

幸
福
人
生

と
は
…

幸サ
キ

福ハ
ヒ

の

如イ

何カ

な
る
人ヒ

ト

か
。
黒
髪
の

白
く
な
る
ま
で

妹イ
モ

が
声
を
聞
く

（
万
葉
集
・
巻
七
・
一
四
一
一
番
）

わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
こ
の
世
を
生
き
て
ゆ
く
の
に
、
ど
ん
な

暮
ら
し
の
生
活
が
、
「
幸
福
な
人
」
と
呼
べ
る
の
だ
ろ
う
か

？そ
れ
は
。
若
い
時
の
黒
髪
が
、
齢
を
重
ね
く
て
、
老
い
て
真

白
な
白
髪
に
な
る
ま
で
、
毎
日
の
出
来
事
を
、
愛い

と

し
い
妻
が

喜
々

き

き

と
物
語
る
声
を
、
耳
に
楽
し
く
聞
い
て
い
る
人
で
あ
ろ

う
‼

×

×

×

×

自
分
に
問
い
か
け
、
自
分
で
答
え
る
形
式
（
自
問
自
答
）
で
、

「
幸
福
策さ

く

定て
い

」
の
歌
で
あ
る
。

内
容
は
、
相
思
相
愛
の
二
人
の
生
活
が
、
平
穏
無
事
で
あ
り
、

団だ
ん

欒ら
ん

交こ
う

歓か
ん

の
日
々
が
継
続
し
て
、
〝
お
前
百
歳
、
儂わ

し

や
九
十
九
ま

で
〞
の
長
寿
人
生
で
あ
り
た
い
ナ
ァ
と
、
素そ

朴ぼ
く

で
素す

直な
お

な
歌
だ
。

∪
∪
∪
∪こ
の
歌
境
を
望
ま
な
い
人
は
、よ
も
や
い
ら
っ
し
ゃ
る
ま
い
。

万
葉
人
が
望
み
、求
め
た「
幸

福
な
人
生
讃
歌
」
で
、
ま
こ
と

に
す
ば
ら
し
い
。

だ
が
、
現
実
の
〝
実
人
生
〞

は
、
容
易
で
は
な
い
。
多
端
紛

雑
で
あ
り
、多
事
多
難
で
あ
る
。

「
平
穏
無
事
」
の
一
つ
だ
け

で
も
、
生
涯
を
通
し
て
と
な
る

と
、
至し

難な
ん

で
あ
る
。
加
わ
る
に
、
相
愛
で
、
争

あ
ら
そ

い
や
離
別
の
な

い
団
欒
と
交
歓
∪
∪
∪
∪そ
し
て
、
百
年
の
生
命

い

の

ち

を
願
っ
て
い
る
の
だ

‼
こ
れ
は
も
う
、
万
葉
人
だ
け
が
希
求
す
る
世
界
で
は
な
く
、
人

間
誰だ

れ

し
も
の
宿
願
で
は
な
い
か
。

こ
の
歌
は
、
「
雑ク

サ

々グ
サ

の
挽バ

ン

歌カ

十
二
首
」
の
一
首
。

さ
ま
ざ
ま
の
死
者
と
関か

か

わ
り
の
あ
る
人
達
が
、
悲
し
み
傷い

た

み
、

悔
い
と
嘆
き
、
追
慕
・
哀あ

い

悼と
う

の
情
念
を
詠
っ
た
も
の
が
、「
挽
歌
」

で
あ
る
。

し
か
も
十
二
首
す
べ
て
に
作
者
名
は
な
い
‼
す
る
と
単
な
る
個

人
詠
歌
で
は
な
く
、
大
衆
性
・
民
謡
性
を
帯
び
て
、
時
代
も
国
境

を
も
越
え
る
人
類
の
「
幸
福
人
生
歌
」
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

万・
葉・
歌・
の
た
し
か
さ
と
ひ
ろ
が
り
、
万○

葉○

集○

の
不
動
恒こ

う

久
き
ゅ
う

の

価
値
と
不
滅
を
認
識
す
る
次し

第だ
い

で
あ
る
。

（
万
葉
研
究
家
）
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道の駅や道路などに関する読者の皆さまの様々

な声を紹介しています。お便りはハガキで〒

102⊂0075東京都千代田区三番町７－１朝日三番

町プラザ ＮＰＯ法人 人と道研究会宛にお寄せ

ください。パソコン・携帯からは、読者専用の

メールＢＯＸ（ ‐ ）

へ。写真の投稿も歓迎。採用分には記念品をプ

レゼントします。

◆お便り募集

教
員
の
私
は
や
は
り
、
『
国
土

教
育
』
の
連
載
に
興
味
が
あ
り
、

毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
記
事
で
考
え
ま
し
た
。
ト
ン

ネ
ル
事
故
な
ど
ガ
タ
の
き
始
め
た

高
度
成
長
期
の
イ
ン
フ
ラ
を
内
需

拡
大
に
よ
り
き
ち
ん
と
整
備
し
て

い
け
ば
、
日
本
は
復
活
す
る
で
し

ょ
う
。
（
熊
本
市

公
務
員
男
性

・

歳
）

７
年
前
、
バ
イ
ク
に
テ
ン
ト
と

寝
袋
を
積
ん
で
北
海
道
ま
で
行
き

ま
し
た
。
道
の
駅
で
も
泊
ま
り
道

の
駅
の
姿
を
見
て
き
ま
し
た
の

で
、
地
元
に
道
の
駅
が
新
設
さ
れ

る
と
聞
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
畳
部

屋
設
置
を
提
案
し
た
ら
通
り
ま
し

た

そ
こ
に
今
ノ
ー
ト
を
置
き

皆

さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
書
い
て
も
ら
っ

て
い
ま
す

長
野
県
小
県
郡

き

の
こ
会
社
パ
ー
ト
女
性
・

歳
）

物
を
造
る
こ
と
と
道
の
駅
巡
り

が
趣
味
。
毎
週
４
日
間
、
家
を
造

り
、
川
の
堤
防
を
直
し
、
炭
焼
き

を
し
、
合
間
に
道
の
駅
を
車
で
巡

っ
て
名
物
を
買
い
、絵
画
、人
形
、

書
道
な
ど
の
展
覧
会
で
作
者
と
の

交
流
も
。
房
総
の
道
の
駅
は
特
徴

が
あ
り
、
楽
し
み
で
す

千
葉
県

南
房
総
市

無
職
男
性
・

歳
）

三
陸
の
様
子
を
見
に
行
き
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
の
復
興
。
力
に

な
れ
る
こ
と
は
何
か
模
索
し
な
が

ら
立
ち
寄
っ
た
道
の
駅
「
さ
ん
り

く
」
で
、
学
生
さ
ん
が
お
や
つ
の

カ
レ
ー
パ
ン
を
ほ
お
ば
り
、
近
所

の
お
じ
さ
ん
が
今
夜
の
酒
の
肴
を

求
め
、
私
た
ち
の
よ
う
な
通
り
す

が
り
の
夫
婦
が
買
い
物
を
し
て
い

ま
し
た
。
人
の
行
き
交
う
道
の
駅

は
寒
か
っ
た
け
れ
ど
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
も
お
い
し
か
っ
た
。
ま
た
い

つ
か
、
復
興
の
た
め
訪
れ
た
い
で

す
。
（
岩
手
県
花
巻
市

公
務
員

女
性
・

歳
）

最
近
は
雑
誌
も
Ｔ
Ｖ
も
道
の
駅

特
集
を
や
り
、
地
場
産
品
売
り
場

の
活
気
は
道
の
駅
好
き
と
し
て
と

て
も
う
れ
し
い

で
も

毎
年
参
加

し
て
い
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
客
を

邪
魔
そ
う
な
目
で
見
た
り
隅
に
追

い
や
っ
て
忘
れ
た
り
し
て
い
る
駅

も
あ
り

残
念
で
す

ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
人
口
は
多
い
の
で
す
よ
。
ご

配
慮
く
だ
さ
い

福
島
県
会
津
若

松
市

ア
ル
バ
イ
ト
女
性
・

歳

号
の
「
東
北
冬
ま
つ
り
」
の

ペ
ー
ジ
、
私
は
秋
田
出
身
で
も
あ

り
、
横
手
の
か
ま
く
ら
の
写
真
に

温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

御
紙
が
東
北
を
力
い
っ
ぱ
い
応
援

し
て
い
る
の
が
強
く
伝
わ
っ
て
き

て
感
動
し
ま
し
た
。
私
も
東
北
の

た
め
に
何
か
し
た
い
！
と
心
を
新

た
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
（
栃
木

県
佐
野
市

主
婦
・

歳
）

５
年
前
ま
で
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
全
国
を
走
り

回
り
、
道
の
駅
で
は
食
事
、
ト
イ

レ
休
憩
と
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

号
１
面
の
「
手
を
つ
な

ぐ
道
の
駅
」で「
初
心
に
返
っ
て
」

と
あ
り
、
こ
れ
か
ら
ど
う
進
む
の

か
楽
し
み
で
す
。

月
に
行
っ
た

岡
崎
の
新
し
い
道
の
駅「
藤
川
宿
」

は
初
日
で
大
混
雑
で
し
た
が
、
お

客
さ
ん
は
皆
笑
顔
で
し
た
。
（
愛

知
県
豊
橋
市

会
社
員
男
性
・

歳
）

読
者
の
声

が
お
も
し
ろ
か
っ

た
。
自
分
の
両
親
も
道
の
駅
に
野

菜
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
単
純
に

で
き
た
も
の
を
出
荷
す
る
だ
け
で

な
く
、
い
ろ
い
ろ
考
え
ま
わ
り
を

注
意
し
て
見
て
、
人
と
違
う
こ
と

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し

ょ
う
ね

大
分
市

主
婦
・

歳

道
の
駅
文
庫

ト
ヨ
さ
ん
の
詩

が
い
い
。
横
手
の
か
ま
く
ら
は
な

つ
か
し
い
。
父
母
の
ふ
る
さ
と
で

す
。
何
と
か
東
北
も

モ
コ
モ
コ

芽
を
出
し
て

こ
れ
か
ら
春

花

も
モ
コ
モ
コ

人
も
ズ
ン
ズ
ン
。

（
北
海
道
恵
庭
市

主
婦
・

歳
）

「
東
北
冬
ま
つ
り
」
の
美
し
い

写
真
に
郷
愁
を
感
じ
、
訪
れ
て
み

た
く
な
り
ま
す
。
全
国
の
駅
長
さ

ん
の
顔
と
ひ
と
こ
と
で
も
、
道
の

駅
め
ぐ
り
を
し
た
く
な
り
ま
し

た
。
実
現
さ
せ
る
ぞ
！
（
山
梨
県

韮
崎
市

主
婦
・

歳
）

今
冬
の
積
雪
の
多
さ
に
は
、
マ

イ
ッ
テ
い
ま
す
。
平
地
で
も
約

㌢
は
あ
り
、
毎
日
の
雪
か
き
で
腰

回
り
が
弱
り
目
で
す
。
（
秋
田
市

無
職
男
性
・

歳
）

「
生
き
物
の
命
育
む
農
地
」
の

記
事
に
共
感
し
ま
し
た
。
荒
れ
た

農
地
を
見
る
と
、
悲
し
く
な
り
ま

す
。
Ｊ
Ａ
な
ど
が
主
体
に
な
っ
て

若
者
に
安
く
農
地
を
貸
し
、
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
感
覚
で
農
業
を

広
め
た
ら
い
い
の
に
と
い
つ
も
思

っ
て
い
ま
す
。
（
山
口
県
下
関
市

会
社
員
女
性
・

歳
）

ス
タ
ッ
フ
の
応
対
が
ぶ
っ
き
ら

ぼ
う
な
道
の
駅
が
少
な
く
な
い
。

応
対
を
き
ち
ん
と
す
る
よ
う
訓
練

す
べ
き
だ
。
客
の
ご
み
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
も
ち
ろ

ん
客
に
も
自
己
責
任
で
ご
み
持
ち

帰
り
さ
せ
る
工
夫
を
し
て
ほ
し

い
。
提
案
だ
が
、
近
接
す
る
道
の

駅
を
結
び
、
付
近
の
名
所
・
旧
跡

な
ど
も
取
り
込
ん
だ
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
大
会
を
計
画
で
き
な
い
か
。（
福

島
市

無
職
男
性
・

歳
）

電
車
や
送
迎
バ
ス
で
温
泉
の
あ

る
道
の
駅
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

去
年
は
「
う
す
ず
み
桜
の
里
・
ね

お
」
に
行
っ
て
隣
り
の
温
泉
に
一

泊
し
、
ふ
る
さ
と
体
験
工
房
を
楽

し
み
ま
し
た
。
今
年
は
日
帰
り
で

「
池
田
温
泉
」
を
満
喫
し
ま
し
た
。

道
の
駅
は
車
利
用
者
ば
か
り
で
な

い
の
で
す
。
（
滋
賀
県
大
津
市

会
社
員
女
性
・

歳
）

道
の
駅
に
日
本
道
路
建
設
業
協

会
が
協
力
を
開
始
し
た
と
い
う
記

事
を
読
み
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
災
害
を

忘
れ
ず
に
防
災
機
器
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
今
、
私
た

ち
に
も
出
来
る
事
が
あ
る
と
考
え

さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
千
葉
県

山
武
郡

会
社
員
女
性
・

歳
）

い
つ
行
っ
て
も
お
手
洗
い
が
き

れ
い
な
道
の
駅
で
掃
除
を
し
て
い

る
女
性
に
出
会
い
、
思
わ
ず
い
つ

も
き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
声
を
か
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。
便
器
を
の
ぞ
き

込
む
よ
う
に
し
て
手
を
動
か
し
て

い
た
姿
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

月
初
め
で
し
た
の
で
、
風
邪
な
ど

ひ
か
な
い
よ
う
に
祈
り
ま
し
た
。

（
愛
知
県
豊
田
市

主
婦
・

歳
）
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受付番号「02041」

営業や店舗での提案とはひと味違

う、新しい保険選び。保険会社の外

交員や店舗型の窓口は自社商品など

特定の保険しか扱えません ほけん

の時間」のＦＰは、複数社の中から

「本当に必要な保険」を提案します。

■相談だけでもＯＫ 何回相談して

も無料

■ご自宅など、ご指定の時間、場所

に訪問

ご相談申し込みやお問い合わせは

（平日９時～ 時）

をお伝えください。

東京都豊島区東池袋５―２―１

ほけんの時間
無料保険相談
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渡辺和子

「置かれた場所で

咲きなさい」

幻冬舎
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山地尊樹駅長

市内の生産者から直接届く新鮮な野菜

・果物を中心に、和泉産使用のもちもちとした米

粉パンやみそ、スィーツ、特産人造真珠などが人

気。農家のおばちゃんが作る美味しい食事も楽し

めます。西国三十三ヶ所第４番札所の施福寺、僧

行基ゆかりの阿弥陀寺など観光スポットが多数。

大阪府和泉市仏並町398－1

国道170号 0725－92－3888

長尾米男駅長

「日本平成村 のコミュニティの核に

なる施設 椎茸園で原木の椎茸が採れ 一年を通し

て良質な椎茸が店頭に並びます。椎茸を原料とし

た椎茸すなっくも大変人気があります また 足湯、

裏山にあるしあわせの気の森公園やパターゴルフ

場も完備しており、長時間滞在型の道の駅です。

岐阜県関市下之保2503－2

主要地方道関金山線 0575－49－3797

宇畑延輝駅長

南房総の海に面しており、新鮮な魚介

類や干物など海の幸をたくさん取り揃えています。

カフェやレストランではその日水揚げされた金目

鯛一匹丸煮や地魚あら煮 あわび丼がオススメ 広

場に漁船が浮かび、早春にも無霜地帯の路地に咲

き乱れる花畑でゆっくりした時間を過ごせます。

千葉県南房総市千倉町千田1051

国道410号 0470－43－1811
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こ
こ
ろ
温
ま
る
書
だ
。
優
し

さ
と
勇
気
、
思
い
や
り
、
深
い

自
立
心
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
著

者
は
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道
女
会

の
シ
ス
タ
ー
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

清
心
女
子
大
学
の
学
長
を
経
て

同
大
学
の
理
事
長
。
２
０
１
２

年
４
月
に
発
行
さ
れ
同
年

月

で

刷
発
行
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

だ
。「

置
か
れ
た
場
所
に
不
平
不

満
を
持
ち
、
他
人
の
出
方
で
幸

せ
に
な
っ
た
り
不
幸
せ
に
な
っ

た
り
し
て
は
、
私
は
環
境
の
奴

隷
で
し
か
な
い
。
人
間
と
生
ま

れ
た
か
ら
に
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

に
置
か
れ
て
も
、
そ
こ
で
環
境

の
主
人
と
な
り
自
分
の
花
を
咲

か
せ
よ
う
」

著
者
が
若
く
し
て
大
学
の
学

長
に
選
任
さ
れ
、
様
々
な
苦
境

に
陥
っ
た
時
に
自
分
を
救
い
出

し
た
の
が
こ
の
「
置
か
れ
た
場

所
で
咲
く
」
と
い
う
言
葉
だ
っ

た
。「

結
婚
し
て
も
、
就
職
し
て

も
、
子
育
て
を
し
て
も
『
こ
ん

な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
』
と
思

う
こ
と
が
、
次
か
ら
次
に
出
て

来
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
も
、
そ

の
状
況
の
中
で
そ
の
状
況
の
中

で
『
咲
く
』
努
力
を
し
て
ほ
し

い
の
で
す
」

「
置
か
れ
た
場
所
で
咲
く
」

と
い
う
生
き
方
は
、
境
遇
を
「
仕

方
な
い
」
と
あ
き
ら
め
る
の
で

は
な
く
、
前
向
き
に
受
け
入
れ

そ
こ
で
幸
せ
に
な
ろ
う
と
し
、

い
つ
も
笑
顔
で
い
よ
う
と
す
る

人
生
の
態
度
だ
、
と
著
者
は
い

う
。
仏
教
に
も
「
和
顔
愛
語
」

と
い
う
教
え
が
あ
っ
て
私
の
大

好
き
な
言
葉
だ
け
ど
ほ
ぼ
同
じ

意
味
で
は
な
い
か
と
思
う
。

「
き
れ
い
さ
は
お
金
で
買
え

る
が
、
こ
こ
ろ
の
美
し
さ
は
買

え
な
い
」

「
あ
な
た
が
大
切
だ
と
誰
か

に
い
っ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
、

生
き
て
い
け
る
」

「
時
間
の
使
い
方
は
、
そ
の

ま
ま
い
の
ち
の
使
い
方
に
な

る
」「

自
分
の
い
の
ち
に
意
味
を

与
え
る
こ
と
で
、
苦
し
い
状
況

で
も
生
き
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き

る
」「

毎
日
を
私
の
一
番
若
い
日

と
し
て
輝
い
て
生
き
る
」

「
老
い
は
人
間
を
よ
り
個
性

的
に
す
る
チ
ャ
ン
ス
」

ど
の
言
葉
も
や
さ
し
い
が
ズ

シ
ン
と
胸
に
響
く
。
そ
れ
は
著

者
の
生
き
方
か
ら
に
じ
み
出
て

き
た
言
葉
だ
か
ら
だ
。

そ
し
て
最
後
に
著
者
は
、「
自

分
の
わ
が
ま
ま
を
抑
え
て
、
他

人
の
喜
び
と
な
る
生
き
方
」
に

つ
い
て
語
る
。
与
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
、
許
す
こ

と
に
よ
っ
て
許
さ
れ
る
生
き
方

だ
。
こ
の
書
を
い
つ
も
カ
バ
ン

の
中
に
入
れ
電
車
の
中
や
公
園

の
ベ
ン
チ
な
ど
で
読
ん
で
思
い

を
巡
ら
し
て
み
た
ら
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
き
っ
と
元
気
に
な

り
ま
す
よ
。

（
花
信
風
子
）

●クロスワードパズルの答えＡ～Ｊを記入し、①氏

名②郵便番号・住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢

⑦趣味⑧この新聞を手に入れた場所⑨今号で一番興

味をもった記事⑩その他のご意見・ご感想をハガキ

に明記し、〒102‐0075東京都千代田区三番町７｜１

朝日三番町プラザ ＮＰＯ法人人と道研究会、６月

日必着でお送りください。パズルの正解者には抽

選で 名様に記念品をプレゼントします。
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応
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方
法

★ヨコの鍵
１．マイカーで旅する？コレで旅する？

４．オセロ、納豆、校門様

６．○○○○幕府は 年ではなかったらしい

７．お宝発見！○○あるものを見つけたぞ！

８．ホークが鷹なら、イーグルは？

．子育てすることです

．ミイラが全身に覆っているものといえば？

．⇔左脳

．コレを確保して、流通をスムーズに！

．昔から続いています

．安物ではありません

．○○一髪

．贈り物にかけます

．南部鉄器、宮沢賢治、わんこそば

．てんとう、すず、かぶと

．自薦、○○○問いません

．アールグレイ、アッサム、ダージリン

．転ばぬ先の○○

．金、銀、○○

36号の正解は

イイネミチノエキ でした

問題作成 寺崎美保子
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★
タ
テ
の
鍵

１

運
転
し
な
が
ら
、
携
帯
○
○
○
で
の
通
話
は
止
め

ま
し
ょ
う

２

三
島
大
社
に
も
奈
良
公
園
に
も

３

神
戸
牛
は
兵
庫
、
米
沢
牛
は
？

４

過
去
↓
現
在
↓
？

５

○
○
と
出
る
か
、
凶
と
出
る
か
？

７

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
カ
オ
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス

９

身
体
が
○
○
○
！
健
康
が
一
番
！

コ
レ
以
外
は
全
て
満
席
！
？

新
し
い
発
見
！
目
か
ら
○
○
○

金
沢
は
、
こ
の
県
に
あ
り
ま
す

コ
レ
つ
く
と
、
泥
棒
の
始
ま
り
っ
て
言
わ
れ
ち
ゃ

うナ
イ
フ
と
か
カ
ッ
タ
ー
と
か

窓
を
英
語
で
い
う
と
？

韓
国
名
産
の
漬
物
と
い
え
ば
？

ペ
ン
入
れ
す
る
前
に
描
き
ま
す

栓
抜
き
は
、
コ
レ
の
原
理
を
使
っ
て
い
ま
す

魚
＋
圭

？

小
田
原
も
紀
州
も
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プ
レ
ゼ
ン
ト
希
望
の
方
は
、
ハ
ガ
キ
に
希
望
の
商

品
名
を
書
き
、
①
氏
名
②
郵
便
番
号
、
住
所
③
電
話

番
号
④
性
別
⑤
年
齢
⑥
職
業
⑦
趣
味
⑧
こ
の
新
聞
の

入
手
先
⑨
今
号
で
一
番
良
か
っ
た
記
事
⑩
ご
意
見
・

ご
感
想
を
明
記
し
、
〒

｜
０
０
７
５

東
京
都
千

代
田
区
三
番
町
７
｜
１
朝
日
三
番
町
プ
ラ
ザ

Ｎ
Ｐ

Ｏ
人
と
道
研
究
会
宛
、
郵
送
く
だ
さ
い
。
６
月

日

必
着
。
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
応
募
さ
れ
た
方
の
個
人
情
報
は
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
厳
重

に
管
理
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
提
供
の
た
め
及
び
当
Ｎ
Ｐ

Ｏ
か
ら
の
ご
案
内
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
以
外
の

目
的
で
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

応

募

方

法
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非
常
時
に
電
気
や
ガ
ス
な
し
で
Ｏ

Ｋ
の
『
お
米
の
国
か
ら
〜
炊
き
た
て

ご
飯
』
（
６
食
分
）
を

人
に

材
料
、発
熱
剤
を
加
熱
袋
に
入
れ
、

水
を
入
れ
て
約

分
で
炊
き
た
て
ご

飯
（
五
目
）
に
。
お
は
し
付
き
の
セ

ッ
ト
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
、
海
外
、
夜

食
に
も
最
適
。

山
梨
・
丹
波
山
温
泉
『
の
め
こ
い

湯
』
無
料
優
待
券
（
一
人
３
時
間
、

５
人
分
）
を

人
に

多
摩
川
源
流
部
に
あ
る
丹
波
山
村

営
温
泉
。
「
の
め
こ
い
」
は
つ
る
つ

る
、
す
べ
す
べ
の
意
の
方
言
で
、
神

経
痛
、

筋
肉
痛

な
ど
に

効
く
単

純
硫
黄

泉
。
露

天

風

呂
、
ロ

ー
マ
風

呂
も
。

道の駅 全国計1005駅に
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すぐに被災地へ

素早い荷積み

荷さばきもテキパキ

∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫

藤岡未英駅長

玄界灘を一望し、白砂青松100選の玄

海国定公園「さつき松原」に隣接する道の駅です。

一番人気はやはり、４つの漁港から毎朝届く鮮度

抜群の魚介類。三枚おろしの実演やおいしい魚の

食べ方伝授も好評で、各地の熱心なお客様に支え

られ九州ナンバー１の売り上げを続けています。

福岡県宗像市江口1172

国道495号 0940－62－2715

中川亮駅長

日本最大級の面積を誇り、天然温泉を

はじめ足湯や体育館、グラウンドゴルフ場、野菜

市等を併設している複合施設です。レストランで

はゆるキャラ駅長「ゆっぴ～」が黒豆豆乳ラーメ

ン、日吉ダムカレー等の当地メニューをオススメ

します。黒豆ぐらっせ、丹波栗アイスも人気。

京都府南丹市日吉町中宮ノ向8

主要地方道園部平屋線 0771－72－1526

佐野達也駅長

古くから「御食国（みつけくに）」と

呼ばれ、食の豊富な小浜市。ゆるキャラ「さばト

ラななちゃん」の看板が出迎えるフードコーナー

では、名物鯛カツや焼き鯖を使った練り物の天ぷ

ら 小鯛笹漬 特産のイチジクや五徳みそを使った

トッピングソフトなどの美味が大集合してます！

福井県小浜市和久里24－45－2

主要地方道小浜上中線 0770－56－3366

宅
配
便
大
手
が
協
力

明
日
起
き
る
か
も
知
れ
な
い
首

都
直
下
地
震
、
東
海
大
地
震
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
…
…
。
発
生

後
し
ば
ら
く
は
被
災
地
内
外
で
救

援
物
資
輸
送
を
は
じ
め
食
料
品
、

ガ
ソ
リ
ン
不
足
な
ど
物
流
の
混
乱

も
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
を
回

避
す
る
た
め
、
宅
配
便
大
手
企
業

な
ど
で
組
織
す
る
一
般
社
団
法
人

全
国
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
は

「
物
流
Ｎ
ｅ
ｔ
シ
ス
テ
ム
」
と
い

う
、
新
物
流
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上

げ
た
。
「
必
要
な
物
資
を
、
必
要

と
す
る
日
時
に
、
必
要
な
数
量
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
配

送
」す
る
の
が
目
的
。

東
京
都
な
ど
防
災
関

係
機
関
と
協
力
し
運

用
す
る
協
定
締
結
も

進
め
て
い
る
。

全
国
物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
会
は
、
宅

配
便
・
路
線
便
の
認

可
を
受
け
「
特
積
み

事
業
者
」
と
呼
ば
れ

る
日
本
通
運
、
西
濃

運
輸
、
佐
川
急
便
、

ヤ
マ
ト
運
輸
な
ど
大

手
を
中
心
と
し
た

社
で
組
織
。
各
社
が

新
シ
ス
テ
ム
を
日
常

の
輸
配
送
に
情
報
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
使
用

し
、
災
害
発
生
時
も

自
治
体
や
ト
ラ
ッ
ク

タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
と

連
携
し
、
混
乱
な
く

的
確
に
緊
急
輸
配
送

で
き
る
よ
う
構
成
し
て
い
る
の
が

特
長
だ
。

大
災
害
時
に
救
援
物
資
の
輸

送
、
配
布
な
ど
が
混
乱
す
る
問
題

は
、
阪
神
大
震
災
で
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
た
。
以
来
、
被
災
地
自

治
体
や
各
省
庁
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
で
調
整
し
、
被
災
地
か

ら
要
請
さ
れ
、
受
け
入
れ
可
能
な

も
の
を
、
許
可
さ
れ
た
車
両
で
運

ぶ
な
ど
の
措
置
が
進
め
ら
れ
て
い

た
。し

か
し
、
東
日
本
大
震
災
で
は

未
曾
有
の
壊
滅
的
被
害
で
日
本
全

体
が
ぼ
う
然
自
失
の
衝
撃
を
受
け

た
。
被
災
各
地
で
救
援
品
が
山
積

被
災
地
シ
ス
テ
ム
開
発

み
さ
れ
仕
分
け
配
布
も
で
き
な

い
、
頼
ん
だ
も
の
も
届
か
ず
、
水

や
食
料
の
救
援
も
な
く
見
捨
て
ら

れ
た
か
、
と
の
悲
鳴
が
上
が
り
、

被
災
地
外
に
も
広
く
混
乱
が
及
ん

だ
。食

料
や
部
品
供
給
基
地
で
あ
る

東
北
か
ら
の
供
給
難
も
加
わ
り
、

首
都
圏
な
ど
で
食
料
品
を
求
め
る

行
列
が
絶
え
ず
、
部
品
不
足
で
工

場
生
産
ラ
イ
ン
が
止
ま
る
、
ガ
ソ

リ
ン
が
な
く
救
援
物
資
も
運
べ
な

い
、
な
ど
騒
動
に
な
っ
た
。

宅
配
大
手
は
世
界
に
誇
る
遅
滞

な
い
き
め
細
か
な
輸
配
送
シ
ス
テ

ム
を
看
板
に
し
て
き
た
だ
け
に
、

こ
の
事
態
は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

再
び
大
災
害
で
混
乱
を
繰
り
返
し

て
は
日
本
が
国
際
社
会
か
ら
信
用

を
失
う
。
震
災
２
カ
月
後
、
協
会

内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

け
、
被
災
地
の
実
情
や
要
望
を
調

査
し
、
シ
ス
テ
ム
開
発
に
あ
た
っ

た
。国

や
自
治
体
、
倉
庫
や
タ
ー
ミ

ナ
ル
な
ど
運
輸
関
係
業
界
全
体
が

連
携
す
る
統
一
シ
ス
テ
ム
を
目
指

し
た
。
協
定
を
結
ん
だ
自
治
体
や

協
力
企
業
の
備
蓄
物
資
在
庫
デ
ー

タ
を
登
録
し
、
災
害
時
に
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
要
請
を
受
け
、
ど

ん
な
物
資
を
ど
う
運
ぶ
か
、
国
や

自
治
体
、
救
援
団
体
な
ど
と
相
談

し
、
混
乱
な
く
実
施
で
き
る
よ
う

に
し
た
。

昨
年

月
、
東
京
都
と
協
定
を

結
び
、
首
都
直
下
地
震
の
東
京
都

内
の
想
定
避
難
者
２
０
０
万
人

分
、

㌧
ト
ラ
ッ
ク
約
２
万
６
０

０
０
台
、
約
１
億
８
３
０
０
万
個

分
の
物
資
を
都
内
４
カ
所
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
で
さ
ば
く
こ
と
に
し
て
い

る
。


